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[ 横浜市大倉山記念館 ] 

平成 29 年度業務報告及び収支決算 
[ 日比谷花壇・西田装美共同事業体 ] 

 

※ 文中の事業欄において、 

●：主催事業 ○：共催事業を示します。 

※ 文中の達成指標欄において、 

□：定量的指標 ■：定性的指標を示します。 

                       ※ 文中の【継続・発展】事業における下線は、 

                         平成 28 年度から追加となった内容を示 

します。 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 横浜市大倉山記念館 

所 在 地 横浜市港北区大倉山二丁目 10 番１号 大倉山公園内 

構造・規模 鉄骨鉄筋コンクリート造３階、塔屋１階 

敷地・延床面積 
延床面積 1,877.23 m²(大倉山記念館部分) 

管理区域面積：4,073 m² 

開 館 日 昭和 59 年 10 月(昭和７年建設) 

 

２ 指定管理者 

団 体 名 日比谷花壇・西田装美共同事業体 

所 在 地 東京都千代田区内幸町一丁目１番１号 

代 表 者 代表者氏名 株式会社日比谷花壇 代表取締役 宮島 浩彰 

代表者設立年月日 昭和 25 年 12 月６日 

指 定 期 間 平成 28 年４月１日から平成 33 年３月 31 日まで 

 

３ 指定管理に係る業務方針 

（１）基本的な方針 

【指定管理期間中の運営理念】 

大倉山記念館の文化拠点機能を最大限発揮して、 

区民・市民の主体的な活動の促進・コミュニティの形成につなげ、 

「自然と文化とともに暮らす街 大倉山」を実現させるとともに、 

市の「文化芸術創造都市のまちづくり」の推進に貢献します。 

 

【管理運営を行うにあたっての基本方針】 

①平等公平な対応・人権の尊重・積極的な情報の公開・発信を原則とします 

②既存の事業は継続・発展を基本とし、利用者とともに、より良い活動を目指していきます 

③市民の自主・自発的な活動を尊重し、市民と私たちが両輪となり、活動を支援します 

④私たち自ら地域に出ていき、文化芸術を通じて、地域課題に協働して取り組みます 
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⑤世代や社会属性を超えたあらゆる方々に文化芸術に触れる機会を提供します 

⑥施設の維持管理はもちろん、施設とその周辺地域の歴史的・文化的価値や魅力を十分理解し、 

広く伝えて、みんなが誇りとし、愛される市の財産を後世に伝えます 

⑦伝統を守りつつ、施設や地域の新しい魅力を創造し発信することで、大倉山ブランドの発展 

 と拡大を図ります 

⑧私たちが培ってきたノウハウと実績、ネットワークを最大限活かし、地域住民や施設と一体 

 となり、強い愛情と熱意を持って大倉山記念館と地域の発展に貢献します 

⑨地域の文化芸術振興とともに、市内の文化施設等とネットワークを結び、相乗効果を促進し 

 ます 

⑩人々が集い、交流し、市民や観光客に愛される「活気とうるおいにあふれ、文化が日常に 

息づくまち」を目指します 

 

【目指す姿《ビジョン》】 

①文化芸術に参加することで、心と体の健康が両立し、シニアパワーが発揮される拠点  

②子どもたちが互いを尊重し、それぞれの創造性を最大限に伸ばす拠点 

③市民一人一人が主体的に自らの創造性を刺激し、伸ばし、発揮できる拠点 

④多様な世代と価値観と文化が有機的につながる拠点 

⑤文化芸術を通じて社会参加、自己実現ができる拠点 

⑥地域とともに創る文化的コモンズのシンボル 

⑦市民に愛され、育まれ、永く受け継がれていく施設 

 

【果たす役割《ミッション》】 

①シニア世代の多様なニーズや女性の自己実現や社会参加のニーズに対応した文化芸術事業を 

提案し、参加機会を創出 

②子どもたちの創造性を刺激する文化芸術と触れ合い体験の提供および創作発表の場 

③市民の自主・自発的な活動の支援、文化芸術の発展とまちづくりの協働推進 

④地域住民と地元アーティストなどをつなぐ・文化施設同士をつなぐ文化ハブの機能 

⑤文化芸術を通じた社会参加・自己実現の機会の支援・提供 

⑥地域と一体的に芸術文化の振興を図り、情報を広く多様な手段で発信し、多様な場を開放 

⑦広く施設の価値を普及し、サポーターを育成し、健全で自立的な保全と利用の促進 

 

（２）平成 29 年度の業務の方針及び達成目標 

【全体業務について】 

 指定管理期間の2年目となる今年度は昨年度までの運営方法や事業内容の更なる理解・把握を致

します。また、市の文化政策に賛同するとともに、私たちの「ノウハウや実績」と利用者や市民の

「施設や地域への想い」を真摯に受け止め、新しい取り組みやサービスを展開し、今まで以上に利

用者や市民が地域・文化に親しみ、コミュニティを活性化させるとともに、地域の安全・安心、そ

して文化拠点となる施設の土台づくりを進めます。 

 

① 事業について 

地域の一員として、利用者や市民、大倉精神文化研究所をはじめとする地域の施設との交流を深
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め、「地域の文化的コモンズのシンボル」として、いつでも・誰でも気軽に文化芸術に触れ合う

ことのできる事業を実施します。昨年度に引き続き、利用者の拡大と文化芸術への関心度を高め

るための鑑賞・普及教育事業を中心に事業を実施します。 

・地域の町内会や関係団体、施設、文化団体などとの関係維持 

・今まで行ってきた事業は継続・発展を基本とし、関係者のご意見も伺いながら、より良い形への 

 発展を模索 

・「大倉山コーディネーター」として、日頃から文化芸術活動に関する情報を収集・発信 

・ロビーのサークルラウンジでの交流を、昨年度に引き続き促進 

・情報コーナーを設置し、地域や市の文化団体の活動をお知らせするチラシやパンフレットを 

配布し活動をＰＲするとともに、これから活動を始めたい方への情報提供を行う 

 

② 運営について 

市民・利用者の利便性と公平性を最優先に考え、利用者の声を聴き施設運営に反映することで、 

どなたにもわかりやすく、快適な施設利用を実現します。 

・施設スタッフの雇用（継続・新規） 

・新規雇用にあたっては、市民・女性・高齢者を積極的に登用 

・運営開始前および運営開始後の計画的かつ定期的な各種研修の実施 

・行政の代行者であるという自覚を持ち、平等公平な対応 

・関連する各種法令や条例の遵守 

・個人情報保護やコンプライアンスの遵守 

・それぞれの利用者の立場に立った、ホスピタリティあふれる対応 

・大倉山コンシェルジュによる、わかりやすい案内・情報発信 

・ご意見箱の設置 

・利用者アンケートの実施 

・ＰＤＣＡサイクルによる運営 

・地域住民への配慮 

 

③ 管理について 

文化財維持管理の経験と実績を活かし、中長期的視点に立った予防保全と環境配慮による維持管 

理で、横浜市指定有形文化財である当施設の保全と、どなたにも安全・安心で、快適な空間を提 

供します。 

・横浜市文化財保護条例及び施行規則の遵守 

・ＩＳＯ14001に沿った維持管理 

・スタッフによる日常維持管理の徹底 

・予防保全の実施 

・中長期計画の立案 

・大倉精神文化研究所と連携し、施設全体の良好な状態を維持 

・横浜歴史資産調査会（ヨコハマヘリテイジ）や市の担当部局との連携による施設の維持・管理 

・私たちが管理運営する他の文化財施設との情報共有・交換 

・ガイドツアーを実施し、市指定有形文化財としての価値と保存の必要性を訴求 

・利用者や地域住民に対する安全・安心の確保 



 - 4 - 

・植物のプロとして、「花によるにぎわい」を演出 

・市の環境施策に賛同した維持管理 

 

④ その他について  

（１）「利用者・地域住民の安全・安心」を第一に考えた予防的対策と緊急時対応体制の整備を 

実施します。 

（２）市内中小企業への発注を優先し、地域経済の発展に貢献します。 

（３）効果効率的な管理運営と創意工夫による安定した利用料収入の確保で、運営と経費の最適  

   化を実現します。 

 

４ 業務の取組と達成指標 

（１） 文化事業について 

①文化芸術の鑑賞、創作活動の機会の提供及び地域コミュニティの形成・社会的包摂（ソーシャル 

インクルージョン）の推進 

[取組内容] 

施設の特性を活かした事業や 

地域と一体となった事業展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

● オープンヘリテイジ【継

続・発展】 

■港北区主催の「オープ 

ンヘリテイジ」に協力し、館

内・公園のガイドツアー等を

行うとともに、パネルで施設

や地域の沿革等を伝え、当館

の歴史的資産としての魅力

や価値を伝え、愛着を醸成す

ることを目的とします。 

□年１回実施（11～12月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３

件以上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

 

●観梅会開催時の館内梅装

飾【継続】（市内イベント連

動型事業） 

 ■植物のプロとして、多く

の方が訪れる観梅会開催時

に施設周辺や当館入口、館内

[実施内容] 

（内容変更）港北区主催「オー

プンヘリテイジ」は昨年度に引

き続き開催がなく、記念館主催

で、年２回（9/24、2/11）「オ

ープンデイ」を開催しました。

当日は全館を見学自由とし、設

立当初の歴史資料を各集会室

に展示しました。また、文化財

であると同時に利用できる施

設であることを PR するため

に、ご利用者様から公募したコ

ンサート３件と館内ガイドツ

アーを３回実施しました。上記

を通じ、記念館の文化的価値、

利用価値などをお伝えしまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

観梅会開催時期と連動し、館内

正面玄関ならびに女性洗面所

に、梅の枝や菜の花で春を表現

[達成状況] 

オープンデイ 

 

■変更実施。 

 

 

 

 

 

 

 

□２回開催 

□HP・FB・情報誌にて３件発

信 

□満足度 

１回目 81％・２回目 99％ 

＊入場者数 

１回目 262 名・２回目 1,101

名 

＊アンケート回収 

１回目 128 件・２回目 188 件 

 

 

 

■計画実施 
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出張事業（アウトリーチ）を積

極的に実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

を梅や春の花で装飾し、イベ

ントを盛り上げます。 

■観梅会来場者を館内へ

誘導し、来館促進を図りま

す。 

□年１回実施（２～３月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

□観梅会開催日の当館来

館者数：300 名以上 

 

● イルミネーション＆ライ 

トアップ【継続・発展】 

■港北区主催の「オープン

ヘリテイジ」への協力事業と

して、当館イルミネーション

とライトアップを開催し、歴

史的建造物で市指定有形文

化財である当館の魅力を伝

えます。 

■当館の知名度アップと

来館促進を図ることを目的

に実施します。 

□年１回実施（12～１月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

□ライトアップ観覧者総

数：1,000 名以上 

 

○横浜市芸術文化教育プラ

ットフォームへの参画【継

続・発展】 

 ■実施後に参加スタッフ

による話し合いを行い、その

結果をまとめるとともに、来

年度の実施内容に反映しま

す。 

□学校プログラムの実

施：年３校以上 

したフラワーオブジェを設置

し、来館促進に繋げました（2/6

～24）。昨年の好評を受け期間

を延長した他、今後の継続を見

込み、装飾専用の台を地元商店

街に依頼して制作し、装飾性も

高めました。観梅会当日は館内

を定期巡回し、お手洗い、落し

物他、各お問い合わせに対応し

ました（2/18、19）。 

 

 

 

 

12 月から 1 月にかけて、記念

館建物のライトアップと、イル

ミネーションを施し、夜の記念

館の建築美を演出しました

（12/4～1/26）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市芸術文化教育プラット

フォームへ参画し、出張コンサ

ート２件、体験プログラム１件

を実施しました。 

・新吉田第二小学校５年生 52

名（9/26）「声を楽しむ、歌を

楽しむソプラノリサイタル」 

 

 

■計画実施 

 

 

□１回実施 

□HP・FB・情報誌にて３件発

信 

 

□来館者数 1,089 名 

（左記２日間の来館者数） 

 

 

 

■オープンヘリテイジの開催

はなかったため、記念館主催

事業として実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

□年１回実施 

□HP・FB・情報誌にて３件発

信 

 

□来館者数 9,286 名（期間中

の利用者数合算） 

 

 

 

 

■次年度に向けた協議を実施

しました。 

 

 

 

□３校実施 

 



 - 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在実施している事業の継 

続・発展を進める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●室内楽シリーズ【継続・発

展】 

■港北区民交響楽団など、

地域で活動する音楽家によ

る室内楽コンサートを開催

します。 

□年２回実施（７月・１月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●大倉山記念館・第７回高校

生ギャラリー＆ミュージッ

クフェスタ 

 【継続・発展】 

 ■出展高校の生徒による、

ホールおよびギャラリーを

活用した作品の発表会・展示

会を開催するとともに、生徒

や関係者の交流を促進しま

す。さらに、音楽系生徒の発

表の場として、ミュージック

フェスタも同時開催します。 

□年１回実施（１月） 

 □ＷＥＢサイトやＳＮＳ 

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

・城郷小学校６年生 90 名

（12/15）「音色のバラエティを

楽しむ、ギターとフルートの世

界」 

・綱島小学校３年生 101 名

（11/21・30・1/12）「響け綱島

（ミュージカル）」 

 

 

 

「港北区民交響楽団室内楽コ

ンサート」（7/9）を開催しまし

た。同楽団による開催が１回と

なったことを踏まえ、サントリ

ーパブリシティサービス（株）

の企画協力のもと、横浜市出身

の音楽家に出演いただき、季節

の花と音楽を楽しむ「花音コン

サート」を立上げ、シリーズで

の開催を始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

実行委員会の先生方と共に、神

奈川県内の高校へ参加をお声

がけし、ギャラリーは参加校

15 校による 102 点の美術作品

を展示（1/25～1/28）、ミュー

ジックフェスタ（1/28）は６校

７団体による多ジャンルの音

楽演奏を実施しました。また、

最終日にはギャラリー・ホール

の会場で、講評会・交流会を開

催し、出展・出演校より約 100

名の先生や生徒の皆様が集い、

学校間の交流の機会となりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■港北区民交響楽団室内楽コ

ンサート、花音コンサート共

に、次年度も同じ内容で継続

開催するよう、協議しました。 

□２回実施 

□HP・FB・情報誌にて５件発

信 

 

□満足度 99％。 

＊入場者数 102 名 

＊アンケート件数 35 件 

 

 

 

 

 

 

■実行委員との次年度開催に

向けた協議を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

□年１回実施 

□HP・FB・情報誌にて３件発

信 

□満足度 97％ 

＊入場者数 552 名 

＊アンケート回収 227 件 
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子育て支援プロジェクトの立 

ち上げ、運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の若手アーティストや新

しい大倉山ブランドの育成・発

信 

 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●大倉山記念館「落語会」【継

続・発展】 

■日本の伝統芸能である 

落語に親しむ機会を提供し

ます。テーマは、老若男女が

楽しめるものとし、幅広い年

代の方の来館促進を図りま 

す。 

□年１回開催（12 月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●こども映画祭【継続・発展】 

■歴史的建造物で市指定 

有形文化財でもある当施設

を会場とした、子ども向け映

画鑑賞会。子ども達へ古き良

き物を残していくことの大 

切さや地域交流の楽しさを

伝える機会を提供します。 

□年１回実施（12 月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

○第６回白山高校美術コー

ス作品展示会【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事

前打合せを実施します。 

 

 

 

 

 

日本の伝統芸能である落語に

親しむ機会として、慶應義塾大

学落語研究会による落語を開

催しました（9/24,1/8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホールとの親和性を考慮し、ス

テージでの歌と踊りをテーマ

にした親子向けの映画「シン

グ」をホールにて上映しました

（12/9）。50 名定員とし、小さ

なお子様も下に座ってみられ

るよう配慮しました。ほぼ定員

に達し、好評でした。 

また、平成 28 年度にこども映

画祭の代替えで実施した、ママ

を対象とした催し「のんびるフ

ェスタ」についても、今年度も

継続開催しました（3/8）。多く

の親子連れで賑わいました。 

 

 

 

 

ギャラリーを若手アーティス

トに活用いただく機会として、

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

□年２回実施 

□HP・FB・情報誌にて３件発

信 

 

□満足度 88% 

＊アンケート回収 65 件 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

□年２回実施 

□HP・FB・情報誌にて３件発

信 

 

□満足度 94% 

＊アンケート回収 67 件 

＊来場者数 426 名 

 

 

 

 

■計画実施 
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横浜市の「先進的な文化芸術」 

と「地域の文化芸術」の接点を 

創る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化芸術活動に関わりたい方 

と発信したい方をつなぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■共催者へのアンケート

調査の実施および来年実施

内容へ反映します。 

 □年１回実施（８月） 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

 

●トリエンナーレ学校の開

催誘致【継続】 

 ■横浜市文化観光局と連

携を図り、平成 29 年に開催

されるトリエンナーレとの

連携、またトリエンナーレ学

校の当館での開催を実現す

べく、情報共有・誘致活動を

行います。 

□１回実施（３月） 

 

 

 

 

 

●文化芸術活動の支援講座

【継続】 

■コンシェルジュが、これ 

から文化活動を始めたいと

考えている方に当施設や地

域で活動する文化団体の紹

介を行います。 

■実施場所として、エント 

ランスホールや休憩スペー

スなども活用し、気軽に参加

できるようにします。 

□年５回以上開催（５月

～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

「17 歳の表現 白山高校美術

コース２学年学外展示会」

（7/26～29）を開催し、美術コ

ース在籍の高校生の作品を展

示しました。学校の注力もあ

り、昨年の２倍の集客に繋がり

ました。 

 

 

 

 

 

トリエンナーレ学校の開催を、

トリエンナーレ応援プログラ

ムへの参加に変更し、実施しま

した。（公財）大倉精神文化研

究所と共催で、夏に実施したオ

ープンギャラリー「～近代建築

のガラパゴス～大倉山記念館

の魅力と秘密」（8/2～20）で応

募し、応援プログラムに参加し

ました。自由に絵を書く「こど

もアートコーナー」を設け、ア

ートの色を演出しました。 

 

 

 

ロビースペースや３階回廊な

どを活用し、文化活動支援の一

環として、地域で活動する団体

による、活動紹介を実施しまし

た。 

・自分史づくり、消しゴムハン

コカードづくり、レザークラフ

ト、帯結び、太極拳、日本舞踊、

６件（2/11） 

・ウクレレカフェ開催１件

（2/11） 

 

 

 

■計画実施 

 

 

□年１回実施 

□高校側による生徒同士の優

劣になりかねない為、アンケ

ートは実施していない。引き

続き学校と協議する 

＊入場者数 638 名 

 

 

 

■代替えにて実施。次年度は

「ダンスダンスダンス」への

参加を予定します。 

 

 

 

 

□年１回実施（８月） 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□年７回開催（２月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等で

の自主的な発信：３件 
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定期開催事業や長期事業を展 

開し、教養や文化の向上とリピ 

ーター化の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的な市民交流を促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●サークルラウンジの開設

【継続】 

 ■ロビーや共有エリアを

活用し、利用者・市民・アー

ティスト・地域の団体が交流

できるスペースを提供しま

す。 

 □通年（５月～） 

 

●第７回大倉山記念館「ワー

クショップ」【継続・発展】 

 （Ａｒｔｓワークショッ

プ） 

■当施設利用団体を講師 

に招き、初めて参加する方を

対象にした体験教室を開催

し、文化芸術に触れる機会と

交流の場を提供します。 

「初めての楽器体験」 

 □年１回（教室回数６回）

実施（５～６月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●大倉山スタンプラリー【継

続】 

（市内イベント連動型事業） 

■観梅会もしくは桜まつ

り開催時に、当館を含む地域

の名所を巡るスタンプラリ

ーを実施します。 

 □実施：年１回以上 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

 

 

 

ロビーや共有エリアを活用し、

利用者・市民・アーティスト・

地域の団体が交流できるスペ

ースを提供しました。 

 

 

 

 

 

 

 

本年のテーマは、最も身近な楽

器として、「声」を扱いました。

当施設利用者であり、横浜を中

心に全国でご活躍のソプラノ

歌手の講師を招き、全６回の

「声とうたのワークショップ」

を開催しました（5/31、6/7・

14・21・28、7/5）。声の出し方

から歌い方までをワークショ

ップ形式で体験していく講座

で、大変人気があり、８月以降

も共催という形で再度スター

トし、毎月実施しました。 

 

 

 

 

 

 

地域の桜スポットをつなぐ「大

倉山さくらまつりスタンプラ

リー」（4/1～4/8）を設置しま

した。 

また、より広域のものとして、

鶴見川流域を対象とした「バク

の流域スタンプラリー」（4/29

～10/31）を設置しました。 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

□通年実施 

 

 

 

 

 

■次年度も引続き講師主催の

独立した講座として、記念館

で継続実施予定です。 

 

 

 

□年２回開催（教室回数全 14

回） 

□HP・FB・情報誌にて３件 

発信 

□満足度 100％ 

＊参加者数 18 名 

＊アンケート回収 16 件 

 

 

 

 

 

 

■広域の地域の中で、記念館

を周知する機会となりまし

た。次年度以降も継続実施の

予定です。 

□年２回実施 

□HP・FB・情報誌にて３件発

信 
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大倉山地域の文化を発信、交流 

する場を開く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第 11 回大倉山スプリング

ジャズフェスタ【継続・発展】 

■平成 19 年度から実施さ

れ、地域の皆様から支持を得

ている事業を引き続き開催

します。 

 □年１回実施（２～３月） 

 □ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●ふるさと港北子ども美術

展【継続・発展】 

※横浜市港北区内在学中の

小学生対象。公募型絵画展 

港北区役所と連携 

■港北区内の小学校すべ 

ての児童から、自分たちの住

む地域の見所の絵画を募集

し、選考後展示します。子ど

もたちが地域の歴史や魅力 

に興味・感心を持ち、当館を

知ってもらう機会を提供す

ることを目的とします。 

□年１回実施（８月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

○第４回国際学生交流会（ハ

ーバード）【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事

前打合せを実施します。 

 

 

第 11 回大倉山スプリングジャ

ズフェスタ（3/12）を開催しま

した。 

前年度、早い時期に満席となっ

たことを受け、定員を拡大し、

２回公演としました。岩見淳三

クインテットとして、ギター、

サックス、ピアノ、ベース、ド

ラムスの５楽器による豪華な

演奏をお届けしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

港北区役所の諸事情により今

年度は開催がなく、内容を変更

し、（公財）大倉精神文化研究

所と共催で、夏に実施したオー

プンギャラリー「～近代建築の

ガラパゴス～大倉山記念館の

魅力と秘密」（8/2～20）を開催

しました。こどもアートコーナ

ーを設置し、こどもが参加でき

る仕組みも設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念館を国際交流の場に活用

する機会として、共催者との協

 

 

■次年度へ向けた協議も、２

回開催としています。 

 

 

□年２回開催 

□HP・FB・情報誌にて３件発

信 

 

□満足度 99％ 

＊入場者数計 127 名 

＊アンケート回収 104 件 

 

 

 

 

 

 

 

■夏場の閑散期の利用、図書

館への来館効果もあり、好評

を受け、次年度の開催に向け

た協議を行っています。 

 

 

 

 

□年１回実施（８月） 

□HP・FB・情報誌にて５件発

信 

□満足度 100% 

＊アンケート回収 30 件 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 
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強みやノウハウを最大限 

活かす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■共催者へのアンケート

調査の実施および来年実施

内容へ反映します。 

 □年１回実施（６月） 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●季節のフラワーアレンジ

メント教室【継続・発展】 

 （フラワーライフスタイル

の提案） 

 ■当グループから講師を

招き、季節の植物を使った各

種フラワーアレンジメント

教室を開催します。 

  

■本年度は基礎編を中心と

し、どなたでも参加できる教

室にします。中級編も考慮

し、参加の皆様のご要望に応

えて参ります。 

 □年６回以上開催（４月

～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ 

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●大倉山寄り道コンサート

《大倉山サロン》【継続・発

展】 

 ■ロビーや館内の共有ス

ペースを活用した、どなたも

気軽に参加できるコンサー

トを開催します。 

 □年４回以上開催（９月

議の上、第４回国際学生交流会

を実施しました（6/24）。開催

日が土曜日であったため、主催

者と協議し、当日の外部来館者

の対応を慎重に行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表企業のノウハウを活用す

る事業として、季節のフラワー

アレンジメント教室を開催し

ました。プリザーブドアレンジ

メントを作る教室を、春、初夏、

秋、中級講座、クリスマス、お

正月をテーマに開催しました

（4/29．7/2、9/16、10/31、

11/25、12/23）。各作品は季節

に合わせ、館内に展示しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄り道コンサートとして、館内

への掲示や印刷物を通じて、記

念館の施設利用の皆様に出演

者を公募し、館内エントランス

スペース、第 10 集会室、第５

■未実施 

 

 

□年１回開催 

□主催者側のご意向によりア

ンケートは未実施の為、次年

度、引続き協議します 

 

 

 

 

 

 

■基礎編を中止として全６回

開催しました。うち１回は、

リピーターの対策と、デザイ

ンの幅を広げて提供するため

に、中級講座を実施しました。 

■計画実施 

 

 

 

 

□年６回開催 

□HP・FB・情報誌にて各３件

発信 

 

□満足度 100％ 

＊参加者総数 87 名 

＊アンケート回収 55 件 

 

 

 

 

 

 

■公募の結果、多様なジャン

ルの音楽家が集まり、演奏の

機会として利用いただきまし

た。 

□年４回開催 



 - 12 - 

～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ 

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●大倉山記念館オープンデ

イ【継続・発展】 

 ■館内貸室を解放し見学

いただくことで、文化財価値

の PR やご利用の促進をしま

す。また、共用スペースや集

会室を活用しご利用をイメ

ージし易くするために、どな

たも気軽に参加できる各種

講座・講習会を開催します。 

 □年１回以上開催 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ 

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上  

 

 

 

●コンシェルジュの実施【継

続・発展】 

 ■地域の情報に精通した 

大倉山コンシェルジュが、館 

内の催しや地域の用法をは

じめとした各種情報をお伝

えし、地域と大倉山記念館お

よび利用者をつなぐ役割を

果たします。 

 □年４回以上開催 

集会室を活用し、出入り自由の

コ ン サ ー ト を 行 い ま し た

（9/24、１日３回開催、２月

11 日１回）。 

 

 

 

 

 

 

 

記念館主催で、年２回（9/24、

2/11）「オープンデイ」を開催

しました。当日は全館を見学自

由とし、設立当初の歴史資料を

各集会室に展示しました。ま

た、ご利用者様から公募したコ

ンサート３件と館内ガイドツ

アー３回の実施を通し、大倉山

記念館の文化的価値と利用価

値をお伝えしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催、共催の催事に合わせて、

入ってすぐの場所にコンシェ

ルジュを配置し、館内のご案内

をしました。 

・こどもフェスティバル開催時

（5/5）１回 

・オープンデイ開催時（9/24・

2/11）２回 

・秋の芸術祭開催時（11/1～5）

□HP・FB・情報誌にて３件発

信 

□満足度 81％ 

＊入場者数 262 名 

＊アンケート回収 128 件 

 

 

 

 

 

 

■記念館の歴史的価値と利用

価値を発信しました。 

 

 

 

 

 

 

□２回開催 

□HP・FB・情報誌にて３件発

信 

□満足度 

１回目 81％・２回目 99％ 

＊入場者数 

１回目 262 名・２回目 1,101

名 

＊アンケート回収 

１回目 128 件・２回目 188 件 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

□年８回開催 
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５回 

 

②市民協働、市民主体の活動の支援、地域人財育成及び文化的コモンズ形成の牽引 

[取組内容] 

地域住民や町内会、学校、近隣

施設等との積極的な協働を推

進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存の協働の継続と新たな事 

業展開により、今まで以上に協

働を活性化させ、協働と交流 

の輪を広げる 

 

[達成指標] 

●ボランティア養成講座検

討会【継続・発展】 

■運営サポーター制度の

継続・発展として、当館のボ

ランティア育成にあたり、現

状や課題について話し合う

検討会を開催します。参加 

者は、既存サポーターや利用

者とし、その内容をボランテ

ィア養成講座の構築に役立

てます。 

□検討会開催：年１回以上 

 

●ハニーカフェ＆マルシェ

【継続・発展】 

■イベント開催時等に地

域の団体による軽食提供を

行うカフェや地元アーティ

ストの作品等を販売するマ

ルシェを開催します。 

 □実施：年２回以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ＩＣＴを活用した地域回

遊イベント【継続・発展】 

 ■地域や商店街のイベン

トと連携し、ＡＲやＳＮＳを

活用した地域回遊性を高め

 

 

 

港北ボランティアガイドとし

て活躍している方々、公園愛

護会で活躍している方々と

の、意見交換の場を設けまし

た（８月、１月）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念館主催・共催の催事の際、

ロビーにてカフェを開催、ド

リンクや地元産のお菓子やパ

ンの販売を実施しました 

・こどもフェスティバル開催

時（5/5） 

・秋の芸術祭開催時（11/1～

5）、 

・小さな丘のメリークリスマ

ス開催時（12/10） 

・まちの先生開催時（2/11） 

・のんびるフェスタ開催時

（3/8） 

・プラフェス開催時（3/10）、 

・ドキュメンタリー映画祭開

催時（3/24・25） 

 

 

 

AR の仕組みを使い、梅・桃・

桜の水彩画のデジタルフォト

フレームを作成し、観梅会の

 

 

 

■港北ボランティアガイドの

皆様との事業共催や協議、既

存ボランティアの活動への参

加を通じて、現状や課題につ

いて把握し、ボランティア養

成講座の構築に向けた検討を

実施しました。 

 

 

□年２回開催 

 

 

 

■地域の福祉作業所や商店街

のお店の商品を、催事ごとに

提供しました。 

 

 

□年７回開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次年度は商店街とのPR連携

強化を協議します。 
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運営方法や事業の実施効果の 

るイベントを実施します。 

 □実施：年１回以上 

 

 

●大倉山公園愛護会の活動

への協力【継続・発展】 

（１）大倉山公園愛護会によ

る花の苗植え活動の継続と

発展 

■苗植え活動に参加する

とともに、植物のお手入れ方

法のアドバイスなどを行い、

活動の発展に寄与します。 

□植え付けおよびお手入

れ活動：年４回以上実施 

（２）花のタネの配布 

■愛護会の活動参加者に

花のタネを配布し、ご自宅や

学校での栽培を通じて、植物

を育てる楽しさを伝えます。 

□花のタネの配布：年１回 

 

○第 27～32 回大倉山ジョイ

フルコンサート【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事

前打合せの実施を実施しま

す。 

 ■共催者へのアンケート

調査の実施および来年実施

内容へ反映します。 

 □年６回実施（29 年５月・

７月・９月・11 月／30 年１

月・３月） 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

 

 

●大倉山ミーティング（利用

時期を中心に、記念撮影がで

きるサービスを提供しました

（1/27～3/31）。 

 

 

 

（１）毎月開催される大倉山

公園愛護会による花植活動の

開催に協力し、毎回参加しま

した。愛護会の活動方針を踏

まえつつ、関係各所と協議の

上、昨年度に続き、花壇に新

たな花苗を植栽、育成しまし

た。 

 

（２）愛護会の活動ご参加者

やご利用者さまにひまわりの

種を配布し、育てていただき

ました。また、育てた苗の一

部を記念館で回収し、東北に

寄付しました。 

 

 

 

共催者との協議の上、第 27～

32 回大倉山ジョイフルコンサ

ートを開催しました。 

・第 27 回/「醍醐園佳ソプラ

ノリサイタル」 （5/21） 

・第 28 回/「實川風ピアノ・

リサイタル」（7/16） 

・第 29 回/「タンゴ・タンゴ・

タンゴ」（9/17） 

・第 30 回/「藤原晶世リサイ

タル」（11/19） 

・第 31 回「伊藤悠貴チェロ・

リサイタル」（1/21） 

・第 32 回/「デュオコンサー

ト」（3/18） 

 

 

 

□実施：年１回 

 

 

 

 

 

 

 

■５年間の育成計画の中で、

次年度も植栽を継続します。 

 

 

□年２回植付けとメンテナン

ス７回を含む計９回実施 

 

■東北を応援する活動の機会

として、次年度も継続して実

施予定です。 

 

□花の種１回配布 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

□年６回実施 

 

 

□満足度 84% 

＊入場数 470 名 

＊アンケート回収 

総計 312 件 
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検証に皆様の声を取り入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大倉精神文化研究所や大倉山 

公園をはじめ、近隣施設・地域 

団体等とのネットワーク構築 

につとめ、文化的コモンズの形 

成に進めるとともに、文化芸術 

活動を通じた地域連携活動を 

展開する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

者懇談会）の開催【継続・発

展】 

■市民、利用者、地域住 

民、関係団体などを招き、利

用ルールや施設への要望お

よび地域課題について話し

合います。また、今後に予定

している大倉山記念館サポ

ーターズや人材育成活動等

の各種施策についてのご意

見やご要望も伺い、施策に反

映させます。 

 ■現状の利用ルールの確

認と見直しの必要性を話し

合います。 

■現状の利用料金の確認 

と見直しの必要性を話し合

います。 

□年２回以上開催 

 

●第７回おしえて！まちの

先生【継続・発展】 

 ■「まちの先生」制度と当 

館のＰＲのために、気軽にで 

きる文化活動体験の機会を 

提供します。 

□年１回実施（１月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

○大倉山講演会【継続・発展】 

 ■共催者である大倉山精

神文化研究所との事前打合

せを実施します。 

 ■研究所へのアンケート

調査の実施および来年実施

 

 

記念館の施設利用の皆様との

意見交換の機会を随時設けま

した。現状の課題を把握し、

利用ルールの確認と見直しの

必要性を協議しました。利用

ルールにおいて不明な点を共

有・回答しご理解いただき、

見直しは行っておりません。 

・秋の芸術祭説明会時（6/1） 

・秋の芸術祭反省会時（1/14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共催者の港北区役所と協議の

上、まちの先生の PR と当館を

活用した文化活動体験の機会

として、第７回おしえて！ま

ちの先生を開催（2/11）、クラ

フト教室や太極拳、日本舞踊

など多彩なプログラムを実施

しました。当日は全館のオー

プンデイとし、まちの先生の

体験講座の参加の有無に関わ

らず、館内を自由に見学でき

る機会としました。 

 

 

全４回シリーズの大倉山講演

会を開催しました。 

・江戸時代の商人に見る企業

の社会貢献活動の源流（4/15） 

・雪印と森永の創業者（5/20） 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■継続中 

 

 

□年２回開催 

 

 

 

■より多くのまちの先生にプ

ログラム開催を検討いただけ

るよう、昨年に続き公募制と

しました。 

□年１回開催 

□HP・FB・情報誌にて３件以

上発信 

□満足度 99％ 

＊入場者数 1,101 名 

＊アンケート回収 188 件 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 
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人材育成活動に積極的に 

取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化芸術の専門的な知見と経 

験を有するとともに、地域の多 

様な主体とネットワークを築 

く専門性と、コーディネート能 

力を持った人材によって文化 

的コモンズの形成を牽引する 

 

内容へ反映します。 

□年４回実施（４～７月） 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

○第 33 回小さな丘のメリー

クリスマス【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事

前打合せの実施を実施しま

す。 

 ■共催者へのアンケート

調査の実施および来年実施

内容へ反映します。 

 □年１回実施（12 月） 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

 

 

●文化芸術活動団体の施設

ＷＥＢサイトでの紹介【継

続・発展】 

■ＷＥＢサイトで、文化芸

術活動団体や若手アーティ

ストの紹介やリンク貼り付

けを行い、広く紹介します。 

□紹介団体：３団体以上 

 

 

 

○第 33 回大倉山秋の芸術祭

【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事

前打合せの実施を実施しま

す。 

 ■共催者へのアンケート

調査の実施および来年実施

・グンゼ・クラボウ･カネボウ

の経営者（6/17） 

・太田道灌とその時代（7/8） 

・大倉山記念館創設のこころ

ざし（3/17） 

 

 

 

 

共催者との協議の上、第 33 回

小さな丘のメリークリスマス

を開催しました（12/10）。館

内のクリスマス装飾の他、ク

リスマスコンサート、ハンド

ベル体験、リースづくりなど、

親子向けのプログラムを実施

しました。当日の運営には、

近隣中学校にボランティアの

ご協力をいただきました。プ

ログラムの改良を経て、昨年

より大幅に入場者数を伸ばし

ました。 

 

 

 

 

FB 上で、ギャラリーに特化し

た活動紹介を発信し、文化芸

術活動団体を広く紹介しまし

た。通年、ギャラリーの開催

時に必ず配信することで、昨

年に対して、倍の団体数をご

紹介しました。 

 

 

 

共催者との協議の上、第 33 回

大倉山秋の芸術祭を開催しま

した（11/1～11/5）。期間中は

全館を活用し、大倉山記念館

をご利用の皆様によるプログ

 

□年５回開催 

□満足度 94％ 

＊入場者数 375 名 

＊アンケート回収 290 件 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

□年１回開催 

□満足度 95％ 

＊入場者数 1,640 名 

＊アンケート回収 42 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□紹介団体：33 団体 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 
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施設と地域が培ってきたもの 

を継承しながら、資源やネット 

ワークをさらに活かし、時代に 

適した、これからの地域文化拠 

点として相応しい施設を目指 

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化的コモンズ形成のために、 

文化施設として求められる専 

内容へ反映します。 

 □年１回実施（11 月） 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

○第 33 回大倉山こどもフェ

スティバル【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事

前打合せの実施を実施しま

す。 

 ■共催者へのアンケート

調査の実施および来年実施

内容へ反映します。 

 ■大倉山公園と連携して、

子どもや市民とともにアー

ト作品を作り、当館屋外に展

示します。 

 □年１回実施（５月） 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

○第 11 回大倉山ドキュメン

タリー映画祭【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事

前打合せの実施を実施しま

す。 

 ■共催者へのアンケート

調査の実施および来年実施

内容へ反映します。 

□年１回実施（３月）  

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

○市内の他の文化施設や文

化団体等との連携事業【新

ラムを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

共催者との協議の上第 33回大

倉山こどもフェスティバルを

開催しました（5/5）。開催に

当たり、記念館前から公園に

かけて、近隣小学校の協力に

より作成した鯉のぼりを展示

しました。 

当日は、近隣中学校の先生、

生徒さまに運営ボランティア

のご協力をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

共催者との協議の上、第 11

回大倉山ドキュメンタリー映

画祭を開催しました（3/24・

25）。10 本のドキュメンタリー

映画上映と、２回のトークシ

ョーの、計 12 プログラムを実

施しました。昨年、定員を超

えたお申し込みがあったこと

を受け、初日のみ、会場を増

設対応しました。 

 

 

 

 

 

□年１回開催 

□満足度 90％ 

＊入場者数 6,660 人 

＊アンケート回収 148 件 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□年１回開催 

□満足度 100％ 

＊入場者数 1,560 名 

＊アンケート回収 120 

 

 

 

 

■計画実施 

■次年度のスピンアウト会の

別途開催について、協議しま

した。 

 

 

□年１回開催（３月） 

□満足度 100％ 

＊入場者数 424 名 

＊アンケート回収 111 件 

 

 

 

 



 - 18 - 

門性と、地域の顔として求 

められる多様な役割を両立す 

るため、この役割を担う多様な 

コーディネーターを育成し、協 

働を推進 

 

規・継続】 

 ■市内の他の文化施設の

運営団体や（公財）横浜市芸

術文化振興財団 と連携・協

働した事業や講座を開催し

ます。 

 ■全国で文化施設の管理

運営実績を持つ協力企業か

らアドバイスをいただくと

ともに、連携・協働事業を開

催します。 

 ■共催者へのご挨拶と事

前打合せの実施 

 ■共催者へのアンケート

調査の実施および来年実施

内容への反映 

 □年１回以上（10 月～） 

□来場者アンケート「大変

満足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

市内多施設の運営経験を持

ち、文化施設を多数管理する

サントリーパブリシティ株式

会社との企画連携により、「花

音コンサート」を立ち上げま

した。平日の夜、気軽に音楽

を楽しんでいただく価格設

定、時間設定とし、代表企業

のノウハウである「花」と、

音楽文化を掛け合わせた内容

としました。初年度は秋にコ

ンサートを 1 回実施しました

（9/8）。 

 

■継続協議 

 

 

 

 

■次年度もシリーズ開催を予

定します。 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

□年１回開催 

□満足度 100％ 

＊入場者数 62 名 

＊アンケート回収 59 件 

 

③建築物としての保存、管理及び価値の普及並びに市民の円滑な施設利用の促進 

[取組内容] 

施設の価値と保全の必要性を 

体感・体験できるイベントや事 

業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

●ガイドツアー【継続・発展】 

（１）施設見学プログラムの実

施 

■港北区と連帯しながら、地

域の小学生に向けた事前予約

制の施設見学ツアープログラ

ムを構築します。 

 □施設見学ツアー参加：希望

校に対応 

（２）観梅会や大倉山オープン

ヘリテイジなどの市内イベン

ト開催時のガイドツアー 

 ■市内イベント開催時や来

館者が多い季節に施設スタッ

フによる館内・公園の無料ガイ

ドツアーを実施します。 

 □年12回開催 

 

 

 

 

学校の要望に応じて随時、館

内見学をガイドしました。ま

た、施設見学ツアープログラ

ムとして、下記内容を実施し

ました。 

・今昔建サロン（8/5・19 計

２回） 

・こども館内ツアー（8/6・13 

計２回） 

・オープンデイ館内ツアー

（9/24、2/11 各３回） 

・各種ツアーガイドへの協力

対応（12回） 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□随時実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□年22回 
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利用者・地域住民などとととも 

に「大倉山記念館利用ルール」 

を策定し、広く告知するととも 

に、遵守を徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のシンボルとして、メディ 

アの撮影や、一般向けウエディ 

ングロケ地として活用し、施設 

と地域のイメージアップに貢 

献する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●関係団体との連携による文

化財の保護【継続・発展】 

■修繕の際は、歴史的資産 

の保全活用に関する調査研究

やその成果の普及啓発に取り

組む横浜市歴史資産調査会（ヨ

コハマヘリテイジ）監修のも

と、文化振興課及び教育委員会

と協議を行います。 

 ■修繕を実施する際は、横 

浜市歴史資産調査会（ヨコハ 

マヘリテイジ）監修のもと、 

その内容について可能な限り 

情報を開示します。 

■当グループが管理運営す 

る他の文化財施設や全国の文

化財施設との連携を深め、情報

共有・情報交換を行います。 

 

●撮影・ロケの積極的な誘致

【継続・発展】 

（１）メディア撮影・ロケへの

協力 

 ■撮影等への利用に積極的 

に協力し、施設の有効活用を図 

ります。 

 □撮影協力：目標 年間 35

件  

（２）協力会社やロケ地コーデ

ィネート会社への積極的な情

報の開示 

■撮影実績のある制作会社 

やコーディネート会社に加え、

協力会社や代表団体の広報室、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公財）横浜歴史資産調査会

ヘリテイジサポートクラブの

会員として、情報収集・情報

交換をいたしました。また、

文化振興課及び教育委員会の

監修の元、修繕を実施しまし

た。 

当グループが管理運営する他

施設と連携し、会議での情報

共有・連携の他、記念館での

チラシ設置などを随時行いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）撮影・ロケの積極的な

誘致・対応を行い、昨年を上

回る撮影実績へ繋げました。 

 

 

 

 

（２）BS朝日「100年名家」の

取材の再放送や、その他メデ

ィアへの積極的な取材対応を

重ね、ロケ地としての知名度

の維持・向上へ繋げました。 

 

□HP・FB・情報誌にて３件以

上発信 

□満足度 100% 

＊アンケート回収 33件 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■日常点検の方法など施設運

営に関することや、催し物の

開催方法など施設活用に関す

ることを随時共有しました。 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

□撮影実施：39件 

 

 

 

 

■計画実施 
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地域住民・連携先とともに公園 

と地域のにぎわいを演出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当施設だけでなく、地域全体の 

保存と活用を推進する 

 

新たなコーディネート会社に

対しても積極的な情報提供と

撮影誘致を行います。 

（３）ウエディングフォトロケ

ーションとしての活用 

■文化財として、伝統と趣の

ある施設のロケーションを記

念日の写真撮影スポットとし

て活用します。 

 □撮影協力：目標 年間２件 

 

● 大倉山記念館 花めぐり

【新規・継続】 

■当館の館内ツアーをはじ 

め、大倉山公園や近隣の花をめ

ぐりながら、地域の魅力を再発

見します。 

■大倉精神文化研究所職員 

や当グループ内の植物専門家、

地域の歴史に詳しい方などを

講師とし、建築・植物・地域の

歴史など、幅広い内容にしま

す。 

 □年１回以上開催（３月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□参加者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●今昔建築講座【継続・発展】 

 ■大倉精神文化研究所、一般 

社団法人横浜歴史資産調査会 

や日本民家再生協会などとの 

連携による歴史的建造物や伝 

統ある建築物についての講習 

会を開催します。建築に詳しく 

ない方でも気軽に参加でき、楽 

しめる内容とすることで、当施 

設を始めとする伝統的建築物 

 

 

 

（３）ウエディングフォト撮

影のご利用が１件、ご利用者

さまからのご希望を受けて大

倉山記念館で、初めての結婚

式が開催され、人前式のウエ

ディング撮影を１件実施しま

した。 

 

 

 

夏休みに開催した記念館のみ

どころを案内するこども館内

ツアーにて、花や植物の紹介

を併せて行いました（8/6・

13）。また、花壇や館内で１

年を通じて花を楽しめるよう

工夫し、他時期においても、

それを活用し、花のみどころ

を随時FBにて更新、オンライ

ン上でお届けしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公財）大倉精神文化研究所

との共催により、今昔建築サ

ロンを開催しました。記念館

の歴史的価値に加え、今回は

横浜市都市発展記念館に講師

依頼し、建築の価値を詳しく

講義いただく機会を設けて開

催しました。 

・今昔建築サロン～建築デザ

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□撮影協力：年間２件 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

□年２回開催 

□HP・FB・情報誌にて３件以

上発信 

□満足度 100％ 

＊アンケート件数 ３件 

 

 

 

 

■計画実施 
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の素晴らしさを知っていただ 

く企画を提供します。 

 □年２回以上開催（６月～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□参加者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：72％以上 

イン編～（8/5） 

・今昔建築サロン～歴史編～

（8/19） 

 

 

□年２回開催 

□HP・FB・情報誌にて３件以

上発信 

□満足度 100％ 

＊参加者数 36名 

＊アンケート件数 30件 

 

④広報・プロモーション活動、情報提供 

[取組内容] 

マルチチャネル、多言語の広報 

を展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サークルラウンジの設置 

 

 

 

 

[達成指標] 

●施設紹介パンフレットの作

成および情報発信【継続・発

展】 

■28 年度に刷新したパンフ

レットを活用します。 

■パンフレットは館内で配

布するほか、ＷＥＢサイトか

らのダウンロードも可能にし

ます。 

■重要な箇所は、英語等の

多言語での記載も検討しま

す。 

 

●チラシの作成と新聞折込

【継続】 

■催事や地域の季節の情報

をお伝えするチラシを制作し

ます。 

■チラシは、館内・商店街・

最寄駅・近隣施設等で配布し

ます。 

□チラシ：年４回発行 

□新聞折込：年４回以上 

 

●情報コーナーの設置【継

続・発展】 

■当施設の毎月の催事情報

を掲示・配布します。 

■周辺施設の文化事業の情

 

 

 

 

リニューアルしたパンフレッ

トを運用しました。建築紹介

パンフレットについては人気

があり、増刷対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月情報誌を作成し、催事を

中心とした記念館からの情報

をお伝えしました。また、チ

ラシは館内、最寄駅、商店街、

市内公共施設にて配布しまし

た。 

 

 

 

 

 

当施設の毎月の催事の情報を

通年掲示しました。 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

□年回 12 回発行 

□新聞折り込み：年４回 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 
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大倉山コンシェルジュの配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の店舗と自社ＷＥＢサイ 

トで広範囲の広報展開を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報を収集し、掲示・配布しま

す。 

■情報コーナーでは掲示物

や配布物をゆっくりと閲覧で

きる、サークルラウンジも設

置します。 

 

 

●コンシェルジュの実施【継

続】 

 ■地域の情報に精通した大 

倉山コンシェルジュが、館内 

の催しや地域の用法をはじめ 

とした各種情報をお伝えし、 

地域と大倉山記念館および利 

用者をつなぐ役割を果たしま 

す。 

 □年４回以上開催 

 ■コンシェルジュは地域の 

一員として、地域や近隣学校 

の行事、集まりに積極的に参 

加・協働します。 

 

●利用者の利便性向上に向け

ての取組【継続】 

（１）ＷＥＢサイトの運用 

 ■28 年度に作成したＷＥＢ 

サイトの運用にあたり、「横浜 

市インターネット情報受発信 

ガイドライン細則１WEB ペー 

ジ作成基準」や代表団体が社 

内で独自に定める各種規定の 

遵守し、安全・安心と効果を 

両立させます。 

 ■ＷＥＢサイトに施設の予 

約状況を公開し、空き時間の 

利用促進を図ります。 

 ■ＷＥＢサイトに、諸室の 

利用方法を示し、新たな施設 

利用者の獲得を図ります。 

 ■ＷＥＢサイトに、地域で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念館の主催事業時を中心

に、大倉山記念館スタッフに

よるコンシェルジュを実施し

ました。館内の催しの内容や

場所のご案内と、記念館周辺

の情報などを案内行いまし

た。 

コンシェルジュは地域の一員

として、地域や近隣学校の行

事などに参加しました。 

地域のイベントや活動は随時

ロビーにて情報発信しまし

た。 

 

 

（１）前年度にリニューアル

したＷＥＢサイトを運用しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

□年９回実施 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

■継続協議 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 
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活動する文化団体や若手アー 

ティストの紹介やリンク貼り 

付けなどを行い、広く紹介し 

ます。 

 ■地域や商店街のイベント 

情報や季節のお知らせを掲載 

し、「まちの情報ステーショ 

ン」としての役割を担います。 

 ■代表企業や市内施設の

WEB サイトにリンクを貼り、広

域での広報活動を実施しま

す。 

（２）さまざまな利用者への

配慮 

■ピアノやラジオカセット

などの有料貸出や車いす、机

やイスの無料貸出など、様々

な利用者を想定した各種貸出

グッズを用意します。 

 ■多言語での館内案内表

示・アンケート実施など、外

国人利用者へ配慮した取り組

みを実施します。 

（３）利用者のご意見を伺う

仕組み作り 

 ■館内の目に付きやすい場

所にご意見箱を設置します。 

 ■利用者アンケートを実施

します。 

 ■大倉山ミーティングを開

催します。 

□大倉山ミーティング：年

２回以上開催 

 

●広報よこはま等へ掲載依頼

および当グループの広報連携

の取組 

 【継続・発展】 

■「広報よこはま」や港北

区区民活動支援センター発行

の「楽・遊・学」および地域

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ご利用者さまの需要を

ふまえ、ギャラリーにて畳・

座布団の貸出を開始しまし

た。備品の不具合について、

随時修繕・補充し、対応しま

した。 

 

 

 

 

 

（３）ロビーにご意見箱を設

置し、運用を開始しました

（3/26～）。利用者アンケー

トを実施し、ご意見を集め、

運営改善の参考にいたしまし

た（3/24～）。また、関係者

とのミーティングにより、随

時ご意見を集めました（9/24、

2/11）。 

 

 

 

 

 

 

広報よこはま、楽・遊・学な

どへの掲載や、タウンニュー

ス、ASA 大倉山など、地域誌へ

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

□年２回実施 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 
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SNSやARなどのICTを活用し 

た積極的なプロモーションを 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域や各団体と連携した広報 

を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリーペーパー等への積極的

な掲載依頼を行います。 

■当グループのＷＥＢサイ

トへのリンクや広報室を活用

したプレスリリースによる広

域の広報ＰＲを実施します。 

 

 

 

 

●ソーシャルメディアを活用

した情報発信【新規】 

（１）Facebook での情報発信 

 ■当施設の最新情報やお知

らせ、地域の旬の情報をお伝

え す る 「 大 倉 山 記 念 館

Facebook」を開設し、認知度

の拡大と既存利用者の満足度 

向上と新規利用者の拡大を図

ります。 

 □Facebook での情報発信：

４日１回以上 

 

●関係機関等との連携による

ＰＲ活動【継続・発展】 

（１）港北区区民活動支援セ

ンターでのＰＲ活動 

■港北区役所４階にある港

北区区民活動支援センター

で、当施設の利用手引きや催

事場法の配布、相談窓口にお

ける当施設の利用案内を推進

することにより、区内の新規

利用者の発掘に努めます。 

■港北ボランティアガイド

との連携による見学ツアーを

定期的に実施します。 

■区民活動支援センターに

おける利用案内体制を確立し

ます。 

（２）港北国際交流ラウンジ

の掲載依頼を実施しました。

また、年４回発行の代表企業

の指定管理施設紹介の広報誌

に、大倉山記念館の施設。催

事情報を掲載しました。また、

代表企業の広報室を活用し、

ＷＥＢサイトに大倉山記念館

ＷＥＢサイトのリンクを実施

しました。 

 

 

 

（１）開設した Facebook を運

用し、記念館や記念館周辺の

旬の情報をお伝えしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）当館での共催事業など

を通じ、港北区区民活動支援

センターとの広報協力を行い

ました。港北ボランティアガ

イドとの連携による見学ツア

ーを、希望時に開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）港北区国際交流ラウン

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

□Facebook での情報発信：３

日１回以上 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 
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市民が行う文化芸術活動に対 

する情報提供や専門家の紹介 

などを支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種ガイドラインを遵守 

 

との連携強化によるＰＲ活動 

■港北国際交流ラウンジに

働きかけ、ラウンジ内で当館

の利用手引きやパンフレッ

ト、イベント情報の配布を行

い、外国人の利用を促進しま

す。 

 

●地域の文化活動団体への支

援【継続・発展】 

（１）既存共催事業の継続と

発展 

■既存共催事業における各 

団体との話し合いの場を持

ち、施設の特性を活用し、事

業を実施します。 

■現状における課題や要望 

についてお伺いし、その解決

や改善に尽力し、事業の発展

に貢献します。 

（２）地域で活動する文化団

体の維持と発展を支援 

■大倉山コーディネーター 

として、地域の文化団体の芸

術活動に関する情報を収集し

ます。 

■施設内に情報コーナーを 

設置し、地域の文化団体の活

動をお知らせするチラシやパ

ンフレットを配布します。 

（３）文化活動を始めたいと

考えている方への支援 

 ■館内に設置した地域の文

化活動団体の紹介コーナーで

会員募集を行います。 

■既存団体の中から希望す

る活動に適した団体を紹介し

ます。 

 

●ＷＥＢサイトの新規作成

【継続・発展】 

ジにパンフレット設置及び、

親和性の高い催事のチラシを

設置いただき、外国人の方が

への周知に繋げました。 

 

 

 

 

 

 

（１）既存共催事業の継続と

発展のため、各既存事業にお

ける団体との話し合いの場を

持ち、事業の継続発展に繋げ

ました。事業の実施を通じて、

現状の課題や要望について随

時お伺いし、協議の上、解決・

改善に努めました。 

 

 

（２）地域で活動する文化団

体の維持と発展を支援するた

め、地域の文化団体の芸術活

動に関する情報を収集しまし

た。施設内に情報コーナーを

設置し、地域の文化団体の活

動を紹介しました。 

 

 

 

（３）文化活動を始めたい方

への支援として、文化活動団

体の紹介コーナーにて、会員

の募集を随時行いました。ま

た必要に応じて、団体の紹介

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 
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施設の歴史、見どころをわかり 

やすく伝え、知識と教養の向上 

に応える 

 

■横浜市インターネット情 

報受発信ガイドラインを遵守

し、ＷＥＢサイトを作成しま

す。 

■催しの情報や年度事業計

画書・報告書をＷＥＢサイト

に掲載します。 

■施設の貸出状況、次回抽

選日、各室の稼働状況をＷＥ

Ｂサイトに掲載し、情報発信

を行います。 

 

●歴史的建造物への興味喚起

に向けての取組【継続・発展】 

（１）配布用チラシ制作 

■大倉山精神文化研究所や 

横浜歴史資産調査会（ヨコハ

マヘリテイジ）と連携し、歴

史的建造物である大倉山記念

館への関心・理解を深めるこ

とを目的として、配布用チラ

シ（Ａ３サイズ）を常備し、

一般見学者や総合学習授業で

来館する小・中学生に配布し

ていきます。 

横浜市インターネット情報受

発信ガイドラインを遵守して

作成したたＷＥＢサイトを運

用しました。 

催しの情報や、施設の貸出状

況の情報発信を行いました。 

歴史的建造物への興味換気に

向けた取組を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

（１）（公財）大倉精神文化

研究所との協力で、創立者大

倉邦彦に関するパンフレット

を作成しました。施設紹介・

建築紹介パンフレットと併せ

て、ご希望者に配布しました。 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 
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（２） 施設運営について 

①文化活動等への施設の提供（貸出業務への取組） 

[取組内容] 

市民・利用者の利便性 

と公平性、施設の維持 

に配慮し、関係者と共 

に策定する利用ルール 

の徹底で、どなたにも 

わかりやすく、いつま 

でも快適な施設利用を 

実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

（１）開館について 

開館日数 347 日 

開館時間 ９時～22 時 

休館日 

施設点検日：12

日間（月１日） 

年末年始：12/29

～1/3 計６日間 

 

（２）利用料金について：別紙の

とおり 

（３）利用者本位の貸出し業務の 

遂行、適切な貸出しシステムの構 

築と運用無事故を目標とします。 

利用ルールの徹底、日常から利用

者・市民の声を聴き、施設運営に

反映することで、苦情の未然防止

策に努めます。それでも発生して

しまった苦情には迅速に対応し、

その内容を施設運営に役立てるこ

とで、利用者が安全・安心で、快

適にお過ごしいただける環境を創

ります。 

 ■ご要望やご意見および対応内

容の館内等への表示 

■ご要望やご意見の全スタッフ

の共有  

（４）駐車場の運営 

 ■安全に充分注意し、希望者が 

できるだけ駐車場を利用できる 

よう臨機応変に対応します。 

 ■利用ルールの告知 

 

 

（５）全スタッフの統一された高

レベルの巡回点検 

 ■毎日、開閉館時にチェックシ

ートを用いて、駐車場内の巡回点

検を実施します。 

 

（１）開館について 

開館日数 347 日 

開館時間 ９時～22 時 

休館日 

施設点検日：12

日間（月１日） 

年末年始：12/29

～1/3 計６日間 

 

（２）利用料金について、別紙の

とおり運用しました。 

（３）利用者本位の貸出し業務の

遂行、適切な貸出しシステムの構

築と運用無事故を目標とし、運営

しました。利用ルールの徹底、日

常から利用者・市民の声を聴き、

施設運営に反映することで、苦情

の未然防止策に努めました。それ

でも発生してしまった苦情には迅

速に対応し、その内容を施設運営

に役立てることで、利用者が安

全・安心で、快適にお過ごしいた

だける環境創りへ努めました。 

ご要望やご意見は全スタッフで共

有し改善に努めました。 

 

 

（４）駐車場の運営 

駐車場の運営として、安全に充分

注意し、希望者ができるだけ駐車

場を利用できるよう臨機応変に対

応しました。 

利用ルールの告知を実施し 

ました。 

（５）全スタッフの統一さ 

れた高レベルの巡回点検を実施し

ました。 

毎日、開閉館時にチェックシート

を用いて、駐車場内の巡回点検を

 

■計画実施 

左記日数及び開館時間の

実施と休館日における施

設点検を励行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 
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目標利用率（５年平均） 

ﾎｰﾙ90％/ｷﾞｬﾗㇼ-99％ 

１集会78％/２集会90％ 

３集会63％/４集会71％ 

５集会79％/６集会62％ 

７集会76％/８集会58％ 

９集会71％/10集会84％ 

 □日常巡回点検：１日２回以上 

 

（６）各部屋の目標利用率につい

て 

ホ
ー
ル 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

第

１ 

会

議

室 

第

２ 

会

議

室 

第

３ 

会

議

室 

第

４ 

会

議

室 

88

% 

99

% 

73

% 

87

% 

61

% 

70

% 

第

５ 

会

議

室 

第

６ 

会

議

室 

第

７ 

会

議

室 

第

８ 

会

議

室 

第

９ 

会

議

室 

第

10 

会

議

室 

77

% 

61

% 

75

% 

54

% 

68

% 

82

% 
 

実施しました。 

 

（６）各部屋の目標利用率につい

て 

ホ
ー
ル 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

第

１ 

会

議

室 

第

２ 

会

議

室 

第

３ 

会

議

室 

第

４ 

会

議

室 

91

% 

92

% 

83

% 

66

% 

66

% 

76

% 

第

５ 

会

議

室 

第

６ 

会

議

室 

第

７ 

会

議

室 

第

８ 

会

議

室 

第

９ 

会

議

室 

第

10 

会

議

室 

81

% 

76

% 

79

% 

62

% 

75

% 

89

% 
 

□日常巡回点検：１日２回

以上実施 

 

 

■各会議室の目標利用率

は全12室場中、ギャラリ

ー・第２集会室をのぞき、

達成できた。次年度も達成

できた集会室については

引続き利用率の向上に努

め、ギャラリー・集会室に

ついては対策を進める。 

 

 

②利用促進・利用者サービスの向上及びアイデア・ノウハウの一層の活用 

[取組内容] 

公益性・公共性・利用者満足度 

の高いアイディア・ノウハウを 

積極的に提案し、施設や地域の 

ファンを増やし、リピーター化 

推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦情発生・要望への対応 

 

[達成指標] 

（１）花とみどりによる清潔で

潤いある環境を演出 

 ■施設入口に季節の花の寄

せ植えやコンテナガーデンを

設置します。 

 ■集会室や館内共有スペー

スに観葉植物を配置します。 

 ■トイレには生花や鉢物を

配置し、環境美化に寄与しま

す。 

 ■夏場には、館外にグリーン

カーテンを設置し、利用者や地

域住民に環境保全啓発を実施

します。 

 

 

 

（２）利用者ニーズに応じたさ

まざまなサービスの導入 

 ■アンケート調査・利用者懇 

 

（１）地域の皆様や施設利用の

皆様のご協力により、館内に切

り花や寄せ植えを展示しまし

た。記念館主催の演出として、

事業開催時に合わせ、正面玄関

と女性用手洗に季節の花の装

飾を施しました。 

・菖蒲のアレンジ（5/5 こども

フェスティバル開催時） 

・コスモスのアレンジ（9/8 花

音コンサート開催時） 

・梅のアレンジ（2/17・18 観

梅会時） 

グリーンカーテンについては、

内容を変更し、ひまわりの苗を

育成しました。 

 

（２）施設運営を通じて、日頃

より窓口にていただく施設利

用の皆様のご意見を公平公正

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

■変更実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 
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談会などの利用者のニーズに

迅速に対応して、運営にフィー

ドバックします。 

■各室利用者や事業共催者

へ事前予約によるお弁当販売

の実施を検討します。 

■各種貸し出しグッズの提 

供や車いす、ベビーカーの無料

貸出を行います。 

■館内に設置した授乳室を

より快適で使いやすい環境に

見直しします。（空き室がある

場合臨機応変に対応します） 

 ■催事開催時に子どもの預

かりを行い、母親が安心して催

事に参加できるサービスを検

討します。 

■館内ベンチの増設を検討

します。 

■施設のパンフレットや館

内案内の多言語による表示を

検討します。 

■英語等を話せる講師によ

る催事を実施し、外国人も参加

できるようにします。 

□実施：年１回以上 

■地域の各種情報を発信す

る「まちの情報ステーション」

としての役割を担います。 

■館内に災害時対応機能付

きの自動販売機を設置します。 

に拝聴し、駐車場の利用台数の

運用や、ホールご利用時の控室

の優先利用など、ご利用ルール

の改定を行いました。 

事業開催時のお弁当に、近隣

店舗を利用しました。 

車いす、ベビーカーに代わ

り、新規で畳と座布団の貸出を

開始しました。 

授乳室の使いやすい環境を

維持しました。 

催事開催時の保育を実施し

ました。 

・3/24・25 ドキュメンタリー

映画祭開催時ギャラリーにベ

ンチを増設しました。 

 施設のパンフレットや館内

案内の多言語表示を検討しま

した。 

 英語を話せる講師による催

事を実施し、外国人の参加を促

しました。 

・2/11 オープンデイ～おしえ

て！まちの先生～開催時 

 地域の各種情報をロビーに

て発信しました。 

 館内に災害時対応機能付き

の自動販売機を設置し、運用し

ました。 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■変更実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

□年１回実施 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 ③組織的な施設運営（職員の確保、配置及び育成） 

[取組内容] 

施設の特性を熟知したスタッ 

フによる安全・安心・快適を最 

優先に考えた運営組織を構築 

し、施設の顔として、利用者や 

地域住民・市民に最高の「おも 

てなし」を提供 

 

 

[達成指標] 

（１）人材の配置について 

項目 人数 備考 

館長 １人 業 務 全

体 の 統

括 責 任

者、対外

折衝 

 

（１）人材の配置について 

項目 人数 備考 

館長 １人 業 務 全

体 の 統

括 責 任

者、対外

折衝 

 

■総勢９名で施設運営を行

いました。 
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職員 ３人 施 設 維

持管理、

イ ベ ン

ト ・ 広

報、総務 

受付ア

ルバイ

ト 

５人  

 合計 ９人  

 

（２）勤務体制について 

・開館時、閉館時とも１人以上

の正社員を配置 

・夜間～閉館時は２名以上を配

置し、安全・安心を確保 

・学生や主婦、シルバー人材の

活躍の場として、短時間勤務や

夜間勤務を設定 

・業務に応じて、スタッフの配

置時間や人数を調整  

・労働基準法を遵守した配置計

画とする 

・本部サポート部隊との連携を

密にし、潤滑に運用 

 

 

（３）研修について 

 ■運営開始前および運営開

始後の定期的かつ計画的な研

修を実施します。２年目は、接

客接遇や利用受付、緊急時対応

等の基本的な内容の習得を徹

底 

 □基礎研修：年１回  

 □応用研修：年１回 

（４）スタッフミーティングの 

開催 

■各種ミーティングを開催 

し、情報共有およびチームワー

クを醸成します。 

 

職員 ３人 施 設 維

持管理、

イ ベ ン

ト ・ 広

報、総務 

受付ア

ルバイ

ト 

５人  

 合計 ９人  

 

（２）勤務体制について 

開館時、閉館時とも１人以上の

職員を配置しました。夜間～閉

館時は２名以上を配置し、安

全・安心を確保しました。学生

や主婦、シルバー人材の活躍の

場として、短時間勤務や夜間勤

務を設定しました。業務に応じ

て、スタッフの配置時間や人数

を調整しました。 

労働基準法を遵守した配置計

画としました。 

本部サポート部隊との連携を

密にし、潤滑な運用にあたりま

した。 

 

（３）研修について、運営開始

前および運営開始後の定期的

かつ計画的な研修を実施しま

した。２年目は、接客接遇や利

用受付、緊急時対応等の基本か

ら応用の内容を習得しました。 

 

 

 

（４）スタッフミーティグの開

催について、各種ミーティング

を開催し、情報共有およびチー

ムワークを醸成しました。 

朝礼・全体会議等、定期的なミ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

□基礎研修：年１回 

□応用研修：年１回 

 

 

■計画実施 
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利用者や市民へ質の高いサー 

ビスを提供できる人材育成を 

行い、「顔の見える運営」を実 

践 

 

 ■朝礼・全体会議等、定期的 

なミーティングを開催し、本 

部サポート部隊を含む、全スタ 

ッフが施設運営に関する情報

や利用者の要望を共有すると

ともに、スタッフの連帯感や一

体感を醸成します。 

（５）地域住民、地域の各種団

体、関係機関等との連携体制の

確立 

■スタッフの顔が見える運 

営を目指します。 

 ■地域住民へのお声がけな 

ど、スタッフから積極的にコミ 

ュニケーションを図ります。 

 ■ゴミ拾いや花植え活動な

ど、明るく見通しの良い環境づ

くりに努めます。 

（６）大倉精神文化研究所との

連携強化 

 ■日頃からスタッフ同士の

積極的なコミュニケーション

を図ります。 

 □連絡調整会：月１回 

（７）地域の各種団体等との連

携強化 

 ■大倉山地区連合町会や大

倉山夢まちづくり実行委員会

への加入を検討します。 

 ■日頃から防犯・感染症対

策・事故防止等の情報を共有し

ます。 

 ■町内会や商店街等へ自衛

組織の結成や共同防災訓練の

実施、連絡体制の構築を提案し

ます。 

 ■近隣中学校への職業体験

利用の誘致活動を行います。 

 □町内会や地域の集会への

参加：年４回 

 

 

ーティングを開催し、本部サポ

ート部隊を含む、全スタッフが

施設運営に関する情報や利用

者の要望を共有するとともに、

スタッフの連帯感や一体感を 

醸成しました。 

 

（５）地域住民、地域の各種団

体、関係機関等との連携体制の

確立として、スタッフの顔が見

える運営を目指しました。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）大倉精神文化研究所との

連携強化 

日頃からスタッフ同士の積

極的なコミュニケーションを

図りました。 

 

（７）地域の各種団体等との連

携強化 

大倉山地区連合町会や大倉

山夢まちづくり実行委員会へ

の加入を検討しました。加入は

せず、エルム通り商店会との連

携を中心に、各組織と均等な関

係を構築しています。 

日頃から防犯・感染症対策・

事故防止等の情報を共有しま

した。 

町内会や商店街等へ自衛組

織の結成や共同防災訓練の実

施、連絡体制の構築の提案に向

けた協議を実施しました。 

近隣中学校への職業体験利

用の誘致活動を行いました。 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

□計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

□年４回実施 
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（８）官民協調体制の確立 

■ステークホルダーである、

区民・利用者・横浜市・当グル

ープの共益を目指した効率的

な管理運営に努めます。行政の

パートナーとして利用者満足

度の向上に努め、得られた利益

は様々な形で利用者に還元し

ます。 

（８）官民協調体制の確立 

ステークホルダーである、区

民・利用者・横浜市・当グルー

プの共益を目指した効率的な

管理運営に努めました。行政の

パートナーとして利用者満足

度の向上に努め、得られた利益

は施設運営を通じて利用者に

還元しました。 

 

■計画実施 

 

④本市の重要施策を踏まえた取組 

[取組内容] 

個人情報の適正な取り扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適正な情報公開 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

（１）個人情報保護への取組 

■代表団体が取得してい 

る、(財)日本情報処理開発協会

（JIPDEC）の「プライバシーマ

ーク」認証に準拠した個人情報

保護に努めます。 

■グループ内の個人情報保 

護窓口の管理のもと、法令遵守

と情報の漏洩や不正アクセス

などによるデータ破損・盗難・

改ざんなどのリスクを十分に

理解した上で、取扱い方法・漏

洩防止策を構築し、大倉山記念

館の個人情報保護管理体制を

構築します。 

■個人情報のリスク調査、 

管理台帳の作成、リスクチェッ

クシートの作成を実施します。 

 □全スタッフに対する個人

情報保護研修および試験の実

施：年１回 

 

（２）迅速で適切な情報公開 

■情報の公開にあたって 

は、市の情報公開条例を基本と

した「情報公開規定」を策定し、

適切な情報公開体制を確立し

ます。 

■施設窓口や電話での問合 

 

（１）個人情報保護への取組と

して、代表団体が取得してい

る、(財)日本情報処理開発協会

（JIPDEC）の「プライバシーマ

ーク」認証に準拠した個人情報

保護に努めました。 

グループ内の個人情報保護

窓口の管理のもと、法令遵守と

情報の漏洩や不正アクセスな

どによるデータ破損・盗難・改

ざんなどのリスクを十分に理

解した上で、取扱い方法・漏洩

防止策を構築し、大倉山記念館

の個人情報保護管理体制を構

築しました。 

個人情報のリスク調査、管理

台帳の作成、リスクチェックシ

ートの作成を実施しました。 

 

 

 

 

（２）迅速で適切な情報公開 

情報の公開にあたっては、市

の情報公開条例を基本とした

「情報公開規定」を策定し、適

切な情報公開体制を確立しま

した。 

施設窓口や電話での問合せ

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

□年１回実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 
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人権の尊重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境への配慮 

 

せに対し、原則的に全ての情報

を公開することを前提に、その

内容に応じた適切な情報の開

示を行います。ただし、市との

協議を必要とするもの（情報開

示請求の手続きを必要とする

もの）に関しては、その手続き

方法等を案内します。 

 

 

 ■施設の管理運営に関する

情報は、市民（利用者）からの

請求（問合わせ）があった時だ

けでなく、積極的に自主的な情

報提供を行います。 

■開示請求に対して非公開

とした場合は、その旨と理由を

遅滞なく通知します。 

 

（３）人権尊重の取組 

 ■スタッフの採用にあたっ

ては、男女の区別なく、適材適

所の人材登用を進めます。 

 ■障害者雇用の促進を図る 

とともに、授産施設からの物品 

購入を促進し、障害者との共生 

に積極的に取り組みます。 

■すべてのスタッフに対し、

業務基本研修、人権研修等を実

施し、公平・平等利用に関する

知識の習得および、人権問題、

ユニバーサルデザイン等の正

しい理解に努めます。 

 □人権研修：年１回 

■スタッフのワークライ

フ・バランスを推進するととも

に、人権を尊重し、職場の良好

な雰囲気づくりに努めます。 

 

（４）環境への配慮 

 ■環境に配慮し、廃棄物発生

に対し、原則的に全ての情報を

公開することを前提に、その内

容に応じた適切な情報の開示

を行いました。ただし、市との

協議を必要とするもの（情報開

示請求の手続きを必要とする

もの）に関しては、その手続き

方法等を案内することとしま

したが、対象案件はありません

でした。 

施設の管理運営に関する情

報は、市民（利用者）からの請

求（問合わせ）があった時だけ

でなく、積極的に自主的な情報

提供を行いました。 

開示請求に対して非公開と

した場合は、その旨と理由を遅

滞なく通知します。 

 

（３）人権尊重の取組として、

スタッフの採用にあたって 

は、男女の区別なく、適材適所 

の人材登用を進めました。 

障がい者雇用の促進を図る 

とともに、授産施設からの物品

購入をはじめ、障がいのある方

との共生に積極的に取り組み

ました。 

すべてのスタッフに対し、業

務基本研修、人権研修等を実施

し、公平・平等利用に関する知

識の習得および、人権問題、ユ

ニバーサルデザイン等の正し

い理解に努めました。 

スタッフのワークライフ・バ

ランスを推進するとともに、人

権を尊重し、職場の良好な雰囲

気づくりに努めました。 

 

（４）環境への配慮 

環境への配慮として、廃棄物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

□年１回実施 

■計画実施 

 

 

 

 

 

■計画実施 
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市内中小企業への優先発注 

 

の抑制に努めます。 

 ■「市役所ごみゼロ」「横浜 

市脱温暖化行動指針」「ヨコハ

マ３Ｒ」等市の施策や事業に協

力します。 

■花苗の植え付けやグリー 

ンカーテンの設置などを通じ

て、子どもたちをはじめ市民に

環境学習機会を提供し、環境意

識の啓発に努めます。 

 

（５）市内中小企業振興の取組 

■横浜市中小企業振興基本

条例に基づき、資材・消耗品等

の購入や設備機器管理、定期点

検等の委託業務は、市内中小企

業等へ優先的に発注を行い、地

域企業の育成に貢献します。 

発生の抑制に努めました。 

「市役所ごみゼロ」「横浜 

市脱温暖化行動指針」「ヨコハ

マ３Ｒ」等市の施策や事業に協

力しました。 

花苗や育成を通じて、子ども

たちをはじめ市民に環境学習

機会を提供し、環境意識の啓発

に努めました。 

 

 

（５）市内中小企業振興の取組

横浜市中小企業振興基本条 

例に基づき、資材・消耗品等の 

購入や設備機器管理、定期点検 

等の委託業務は、市内中小企業 

等へ優先的に発注を行い、地域 

企業の育成に貢献しました。 

 

■計画実施 

 

 

 

■変更実施 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

（３）施設管理について 

  ①施設及び設備の維持保全及び管理 

[取組内容] 

経験と実績を活かした的確な 

日常管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

（１）安全・安心できる施設の

維持 

■「業務の基準」の設備等保 

守管理項目を遵守し、日常

的・定期的な施設点検を実施

します。また、必要に応じて

緊急点検を実施します。 

 

 

■施設・設備維持管理の専門 

スタッフを配置します。 

 

 

 

 

 

□定期的な施設点検：月１回 

 

 

[実施内容] 

 

 

■点検チェックリストを作成

し、常駐背s津美管理者による

日常点検を実施しました。 

大雨、洪水、大雪、暴風警報

等の発生時・震度４以上の地

震発生時には緊急点検を実施

しました。 

■電気工事士の有資格者を副

館長として常駐させると共に

西田装美より適宜専門技術者

を派遣する体制をとりまし

た。 

■毎日の巡回点検の他、月１

回作動点検、年１回専門技術

者による点検を実施致しまし

た。 

 

[達成状況] 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

□月１回実施 

 

 



 - 35 - 

 

 

 

 

 

 

高い専門性を有する市内事業 

者による定期・法令点検の徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どなたにも安全・安心で快適な 

空間を提供 

 

□建築物点検マニュアル及 

び建築物定期報告に準拠した 

点検：年１回 

 

 

 

（２）中長期視点での施設・設

備の維持管理計画の立案 

 ■構成団体および市内の専

門事業者が施設・設備を点検

し、中長期視点での施設・設備

の維持・保全計画を立案しま

す。 

■修繕履歴から現状と課題

の把握、部品調達先の確認をし

ます。 

 

 □中長期計画の策定：年１回 

 

（３）快適で安心できる環境の

維持 

 ■「業務の基準」の清掃項目 

一覧及び清掃内容一覧を遵守 

し、チェックリストを作成し、 

日常・定期清掃を実施します。 

 

 ■構成団体の専門家による 

日常点検チェックリストを作 

成し、日々、スタッフが巡回点 

検します。 

■美観の維持に取り組みま

す。 

 

 

 ■構成団体および市内専門 

事業者による特別清掃・定期清 

掃を実施します。 

 ■改修を実施した場合、空気 

環境測定（ＶＯＣ等含む）を実 

施します。また、現状の把握、 

問題箇所の抽出を行います。 

■年１回の自主点検の他、平

成29年11月に一級建築士によ

る建築物点検を実施致しまし

た。 

 

 

 

 

■定期的に施設・設備を点検

の上、維持・保全の年間計画

を立案致しました。 

 

 

■過去の修繕履歴を確認の

上、継続して設備の維持維持

管理を行いました。 

 

■毎年３月に年度計画を策定 

 

 

 

■基準に沿った日常清掃及び

定期清掃を実施し、清掃後に

は常駐設備員同行の下、チェ

ックリストに基づき点検評価

を行いました。 

■清掃管理評価資格者が作成

した清掃チェックリストに基

づき常駐設備員が巡回点検致

しました。 

■ベテラン清掃員による日常

清掃を毎日実施する他、各ス

タッフも適宜清掃を行いまし

た。 

■清掃作業監督者立会いの下

毎月定期清掃を実施していま

す。 

■外部検査機関に委託して適

切に空気環境測定を実施しま

した、平成29年度は７月に第

６集会室の測定を実施し、異

□年１回実施 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□年１回実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 
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（４）樹木・公園設備等の点検

管理 

■良好な環境を維持します 

。 

 ■代表団体のグループ会社

に所属する樹木医や造園施工

管理技能士による植物の点検

と日常手入れの助言を行いま

す。 

□樹木診断：年１回 

■「業務の基準」の公園管 

理項目一覧を遵守します。 

 

■地域住民・行政機関・指定管

理者の連携による景観づくり

に取り組みます。 

■北部公園緑地事務所との連

携により落葉処理等を行うた

め、打合せを実施します。 

常はありませんでした。 

 

 

 

■良好な環境維持に努めまし

た。 

■代表企業のグループに所属

する樹木医に植物の点検を行

い、助言をもらいました。 

 

 

■樹木診断 年１回実施 

■「業務の基準」の公園管 

理項目一覧を遵守致しまし

た。 

■地域住民・行政機関・指定

管理者３社によりより良い景

観作りに取り組みました。 

■北部公園緑地事務所との連

携を行い落ち葉処理等、他の

打合せを行いました。 

 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

 

 

□年１回実施（８月） 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

②小破修繕への取組 

[取組内容] 

市の指定有形文化財であるこ 

とを充分に理解し、横浜市文化 

財保護条例を遵守 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予防保全に努め小破修繕を実 

施し、施設の長寿命化と経費削 

減を両立 

[達成指標] 

（１）施設・設備の予防保全 

 ■過去の修繕履歴をしっか

りと引継ぎます。 

■現状の把握、問題箇所の 

抽出、材料・部品等の調達先（メ

ーカー等）の確立を行います。 

 

 

 

■更新された新設空調設備 

が瑕疵補修となる場合は、対応

などについて調整を行います。 

 

（２）中長期視点での施設・設

備の修繕計画の立案 

■引継ぎ期間中に構成団体 

および市内の専門事業者が施

[実施内容] 

 

■引継ぎ時に過去の修繕記録

を受領しました。 

■材料・部品等の調達先を過去

の修繕履歴等で調べ、調達先を

確立しました。衛星部品、電材

等は不具合発生時に即時対応

が出来るように予備品をスト

ックしています。 

■瑕疵対象となる不具合は発

生しませんでした。 

 

 

 

 

■定期的に施設・設備を点検の

上、維持・保全の年間計画を立

[達成状況] 

 

■計画実施 

 

■継続中 

 

 

 

 

 

■継続中 

 

 

 

 

 

■計画実施 
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設・設備を点検し、中長期視点

での施設・設備の修繕計画を立

案します。 

□中長期修繕計画の策定：年

１回 

案致しました。 

 

 

■毎年３月に年度計画を作成

致しました。 

 

 

 

□年１回実施 

 

③事故防止体制・緊急時（防犯）の対応・感染症対策等衛生管理 

[取組内容] 

「利用者・地域住民の安全・安 

心」を第一に考えた予防的対策 

と緊急時対応体制の整備を実 

施 

[達成指標] 

（１）「利用者・地域住民の安

全・安心」を第一に考えた予防

的対策 

■事故などの原因となる現

象や状況（ハザード）をまとめ

た、ハザードマップを作成しま

す。 

 ■防犯カメラの設置箇所に

ついて、適宜見直しを行いま

す。 

 ■「港北AAA防犯情報メール」

へ登録します。 

 

 

 

 ■救急セットやＡＥＤの配

置及び保守運用を徹底します。 

 

■事象別のマニュアルを作

成するとともに、日頃から研修

や訓練を行い、体調不良の方や

急病人に適切に対応します。 

 

 ■全スタッフに普通救命講

習を受講させます。 

 ■急な天気の崩れや光化学

スモッグの発生などを施設や

ＷＥＢサイトで告知します。 

■犯罪の起こりにくい施設

環境を整え、未然防止に努めま

す。 

■手指消毒液を設置し、イン

フルエンザ・ノロウィルス対策

[実施内容] 

 

 

 

■事故などの原因となる現

象や状況（ハザード）をまと

めた、ハザードマップを作成

しました。 

■防犯カメラの設置箇所につ

いて、考慮しました。 

 

■港北区役所が発信する、地

域で起きた犯罪情報の速報が

届く「港北 AAA（安全で安心

な明日を）防犯情報メール」

へ登録しました。 

■救急セットやＡＥＤの配置

及び保守運用を徹底しまし

た。 

■事象別のマニュアルを作成

するとともに、日頃から研修

や訓練を行い、体調不良の方

や急病人に適切に対応しまし

た。 

■全スタッフに普通救命講習

を受講しました。 

■急な天気の崩れや光化学ス

モッグの発生などを施設ご利

用者に告知しました。 

■犯罪の起こりにくい施設

環境を整え、未然防止に努め

ました。 

■手指消毒液を設置し、イ

ンフルエンザ・ノロウィルス

[達成状況] 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 



 - 38 - 

を徹底します。 

 ■トイレに手洗い方法の説

明を掲示します。 

■手洗い方法は、英語での案

内も表示します。 

□外部委託スタッフを含む

全スタッフへの研修および勉

強会：年２回 

（２）利用料金の確実な管理 

■事務所に、警備会社が提供す

る入金機を設置し、利用料金等

の現金を適正・確実に管理しま

す。 

（３）利用者の安全・安心の確

保 

■スタッフによる定時巡回 

を実施します。 

■スタッフ不在となる時間 

帯は機械警備を行い、24 時間の

警備体制を構築します。 

■現状の把握、危険箇所の 

抽出を行い、ハザードマップを

作成します。 

■ハザードマップによる 

日々の巡回を行い、危険箇所に

ついては、内容により、行政機

関を含め関係者と連携して改

善を図ります。 

（４）全スタッフの統一された

高レベルの巡回点検 

 ■毎日、開閉館時にハザード

マップを基に作成したチェッ

クシートを用いて、施設内の巡

回点検を実施します。 

 □日常巡回点検：１日２回以

上 

対策を徹底しました。 

■トイレに手洗い方法の説明

を掲示しました。 

■手洗い方法は、英語での

案内も表示しました。 

□外部委託スタッフを含む

全スタッフへの研修および勉

強会：年２回 

 

■事務所に、警備会社が提供

する入金機を設置し、利用料

金等の現金を適正・確実に管

理致しました。 

 

 

■スタッフによる定時巡回 

を励行しました。 

■スタッフ不在となる時間 

帯は機械警備を行い、24 時間

の警備体制を構築します。 

■現状の把握、危険箇所の 

抽出を行い、ハザードマップ

を作成致しました。 

■ハザードマップによる日々

の巡回を行い、危険箇所につ

いては、内容により、行政機

関を含め関係者と連携して改

善を図りました。 

 

 

■毎日、開閉館時にハザード

マップを基に作成したチェッ

クシートを用いて、施設内の

巡回点検を実施しました。 

 □日常巡回点検：１日２回

以上 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

□年２回実施（９・３月） 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□１日３回（開館時・10 時・

15 時）実施 

 

④防災に対する取組 
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[取組内容] 

情報の一元管理と市・本部との 

情報共有体制の構築および、緊 

急時の速やかな対応と施設被 

害の最小化、迅速な利用再開へ 

の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的な人道的措置の実施、自 

発的な防災備蓄の整備や地域 

と連携した共同防災体制の構 

築 

 

 

 

 

 

 

 

利用者の安全確保を最優先に 

考えた対応 

[達成指標] 

（１）緊急時応体制の構築とマ

ニュアルの整備 

 ■防火管理者を配置します 

。 

■防火計画書を作成し、消防

署へ提出します。 

■横浜市防災計画に基づく対

応マニュアルと連絡網を整備し

ます。 

 ■連絡網は、市・区に提出し

ます。 

■各関連機関の電話番号を事

務所電話の短縮に登録・掲示し

ます。 

 ■マニュアルと連絡網は、携

帯用冊子にし、スタッフは常に

携帯します。 

■大規模災害等が発生した 

場合は、行政機関と協力し、迅

速な利用再開に努めます。 

 

（２）日常における防災対策の

実施 

■防災・防火訓練を実施しま

す。 

□消防・防火・防災訓練：年

２回 

 

■災害用備蓄品を準備すると

ともに、リストを作って管理し、

定期的に確認、備蓄を更新しま

す。 

 

（３）緊急時のためのスタッフ

確保 

 ■緊急時に迅速な現場対応が

できるよう、近隣在住スタッフ

を確保します。 

■利用者に、避難導線をお伝

えし、避難場所の指導を行いま

[実施内容] 

 

 

■大野一を防火管理者として

選任致しました。 

■消防計画を作成の上、港北

消防署に提出済です。 

■緊急時対応マニュアル及び

緊急連絡網を作成し適宜見直

しをしております。 

■連絡網は関係機関に提出

済。 

■緊急連絡先については事務

所内の電話に短縮登録致しま

した。 

■マニュアル・連絡網は当館

スタッフ全員が携帯しており

ます。 

■災害発生時に適切に行動出

来る様定期的に訓練しており

ます。 

 

 

 

■平成29年９月、平成30年３

月に防災訓練を実施しまし

た。 

■２回実施 

 

■災害用備蓄品を準備の上、 

リストを作って管理し、定期

的に確認、更新をしています。 

 

 

 

 

■館長・副館長を市内在住の

スタッフが多く勤務していま

す。 

■利用代表者の方に避難経路

を都度説明しています。 

[達成状況] 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

□年２回実施（９・３月） 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 
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す。 

■訓練により判明した課題を

マニュアルに反映します。 

 

■適宜、緊急時対応マニュア

ルを更新しています。 

 

■計画実施 

 

 

⑤その他施設管理に関する事項 

[取組内容] 

電気主任技術者による適切な

設備管理 

 

[達成指標] 

（１）当グループの電気主任技

術者による維持管理 

■自家用電気工作物の保安、

監督を実施します。 

 

 ■施設・設備維持管理の専門

スタッフを配置します。 

■自家用電気工作物の工 

事、維持及び運用に関する保安

監督業務を適正・的確に行いま

す。 

 ■自家用電気工作物が、人体 

に危害を及ぼしたり物件に損 

傷を与えたりしないよう維持 

します。 

[実施内容] 

 

 

■関東電気保安協会と契約の

上、自家用電気工作物の保

安・監督を委託しています 

■電気工事士の有資格者を館 

長として配置する他、西田装 

美より有資格者を派遣し設備 

の維持管理を行っています。 

 

 

■関東電気保安協会による保 

安監督の他、常駐設備管理員 

による日常点検を実施いたし 

ました。 

[達成状況] 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

（４） 収支について 

 ①指定管理料のみに依存しない収入構造 

[取組内容] 

今年度は、現行料金を維持。他 

施設の状況調査および利用者 

の声を聴き、３年目以降の料金 

設定を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稼働率の向上と安定した収入 

[達成指標] 

（１）安定した利用料金収入の

確保 

■貸出情報をＷＥＢサイト 

やＳＮＳで発信し、稼働率の向

上を図ります。 

■定期的に利用者の声を聞

き、その内容を可能な限り運営

に反映することで、利便性の向

上を図り、稼働率を向上させま

す。 

 ■利用者と連携し、ＣＤや自

作のアート作品を販売する「物

販」も積極的に実施します。 

 

（２）ロケ・撮影利用の拡大 

 

（１）安定した利用料金収入の

確保 

貸出情報をＷＥＢサイトや

ＳＮＳで発信し、稼働率の向上

を図りました。 

定期的に利用者の声を聞き、

その内容を可能な限り運営に

反映することで、利便性の向上

を図り、稼働率を向上させまし

た。 

 利用者と連携し、ＣＤや自作

のアート作品を販売する「物

販」の実施を検討しました。 

 

（２）ロケ・撮影利用の拡大 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■横浜市との協議継続中 
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確保を目指す 

 

 

 ■今まで以上に広報ＰＲす 

ることで、ロケや撮影の利用を 

増やし、収入確保につなげま 

す。 

 □メディア撮影・ロケ撮影協 

力：目標 年間 35 件  

 □フォトロケーション撮影

協力：目標 年間２件  

広報ＰＲにより、ロケや撮影

の利用を増やし、収入確保に向

けた体制作りを行いました。 

■計画実施 

 

 

 

□メディア撮影・ロケ撮影協

力：年間39件 

□フォトロケーション撮影

協力：年間２件 

 

②経費削減等効率的運営の努力 

[取組内容] 

スタッフの効率的な運営によ

るコスト削減と施設の魅力や

価値の広い発信による利用促

進で収入増を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効率的な施設運営による経費

縮減策の実施 

 

[達成指標] 

（１）効率的・効果的な維持 

管理運営によるコスト削減 

■スタッフの効果的な配置 

と変形労働時間制を採用した

柔軟な出勤体制で、サービス

水準を維持し、人員の効率化

を達成します。 

■スタッフの定期巡回によ 

り、節電や空調管理を徹底し

ます。 

■マルチジョブシステムを 

採用し、スタッフの効果的な

配置と効率的な運用により、

コスト削減に寄与します。 

■横浜市の環境施策をしっ 

かり理解し、施設の目標を定

めるとともに、ＷＥＢサイト

や館内にも掲示します。 

■エネルギー管理を強化 

し、次年度以降の目標策定に

役立てます。 

 

（２）光熱水費の削減努力 

■エネルギー管理・点検を

強化します。 

■日々の節電・節水・空調

温度設定管理、可能であれば

設備運転時間の変更を実施し

ます。 

■スタッフ啓発による徹底 

 

（１）効率的・効果的な維持 

管理運営によるコスト削減 

スタッフの効果的な配置と

変形労働時間制を採用した柔

軟な出勤体制で、サービス水準

を維持し、人員の効率化をはか

りました。 

スタッフの定期巡回による、

節電や空調管理を徹底しまし

た。 

マルチジョブシステムを採

用し、スタッフの効果的な配置

と効率的な運用により、コスト

削減に努めました。 

横浜市の環境施策を理解し、

施設の目標を定めるとともに、

館内での掲示を通じて、施設利

用の皆様への啓蒙に努めまし

た。 

エネルギー管理を強化し、目

標設定に役立てました。 

 

（２）光熱水費の削減努力 

エネルギー管理・点検を強化

しました。 

日々の節電・節水・空調温度

設定管理を徹底しました。ま

た、電力業者を変更し、光熱費

の削減に努めました。 

スタッフ啓発による徹底管

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 
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管理など、運用改善型省エネ

ルギー対策によって使用量減

少を目指します。 

■設備の改善・修繕などの 

設備投資型省エネルギー対策

（省エネルギー機器を更新導

入）を可能な範囲で徐々に取

り入れ、さらなる使用量削

減・コスト削減を目指します。 

■施設スタッフはもちろ 

ん、各室やトイレにも節電や

節水への協力を依頼する案内

等を掲示し、利用者にも呼び

掛けます。 

理など、運用改善型省エネルギ

ー対策によって使用量減少に

努めました。 

設備の改善・修繕などの設備

投資型省エネルギー対策（省エ

ネルギー機器を更新導入）を可

能な範囲で徐々に取り入れ、さ

らなる使用量削減・コスト削減

に努めました。 

施設スタッフだけでなく、各

室やトイレにも節電や節水へ

の協力を依頼する案内等を掲

示し、利用者にも呼び掛けまし

た。 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

（５） ＰＤＣＡサイクルの確実な運用について  

[取組内容] 

①日報及び月報の作成・管理 

[達成指標] 

（１）業務記録の整備 

 ■市と協議の上、日報および 

月報のフォーマットを作成し、 

日々業務の記録と管理を適正 

に行います。 

（２）業務内容の報告と共有 

■緊急を要するものや重要

な件に関しては、迅速に市へ報

告します。 

■日々の業務内容は、現場ス

タッフだけではなく、本部サポ

ート部隊も内容を把握・共有し

ます。 

 

（１）業務記録の整備 

市と協議の上、日報および月報

のフォーマットを作成し、日々

業務の記録と管理を適正に行

いました。 

（２）業務内容の報告と共有 

緊急を要するものや重要な

件に関しては、迅速に市へ報告

しました。 

日々の業務内容は、現場スタ

ッフだけではなく、本部サポー

ト部隊も内容を把握・共有しま

した。 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

②業務計画書及び業務報告書

の作成・管理 

（１）業務計画書の確実な遂行 

■業務計画書に則り、計画的

かつ確実に業務を遂行します。 

■実施した事業は報告書に 

記録し、管理します。 

■業務計画書と業務報告書

は、適宜、市へ報告します。 

■本部サポート部隊による、 

ＰＤＣＡサイクルを推進しま

す。 

 

（１）業務計画書の確実な遂 

行 

 業務計画書に則り、計画的か

つ確実に業務を遂行しました。 

 実施した事業は報告書に記

録し、管理しました。 

 業務計画書と業務報告書は、

適宜、市へ報告しました。 

 本部サポート部隊によるＰ

ＤＣＡサイクルを推進しまし

た。 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

■計画実施 

 

■計画実施 
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（２）利用者のニーズや声を反 

映した事業計画の策定 

■事業を進めていく中で、利用

者の声を聴き取り、よりニーズ

を反映した事業計画に刷新し

ていきます。 

（２）利用者のニーズや声を反

映した事業計画の策定 

事業を進めていく中で、利用

者の声を聴き取り、よりニーズ

を反映した事業への刷新を進

めました。 

 

 

■計画実施 

③業務評価（モニタリング、

自己評価、第三者による評

価の実施） 

（１）利用者や市民のご意見や

ご要望の集約 

■ご意見箱や利用者アンケ

ート、電話等、いただいたすべ

てのご意見やご要望をデータ

で一元管理します。 

■いただいたご意見やご要

望は、全スタッフと本部サポー

ト部隊が共有します。 

 ■いただいたご意見やご要

望は、市と共有します。 

（２）セルフモニタリングの実

施 

■現場スタッフおよび本部

サポートによるセルフモニタ

リングを実施します。 

 ■セルフモニタリングの内

容は、市と共有します。 

（３）執行状況確認会議の実施 

 ■執行状況について現場と

本部が確認する「執行状況確認

会議」を開催します。 

 □執行状況確認会議：月１回 

（４）ご意見やご要望の施設運

営への反映 

■いただいたご意見やご要 

望については、基準を設け、市

と協議した上で、施設運営に反

映させます。 

 ■反映した内容を広く公表

し、さらにその内容についての

モニタリングを実施し、常にＰ

ＤＣＡサイクルが適切に運用

する環境を整備します。 

（１）利用者や市民のご意見や

ご要望の集約 

ご意見箱や利用者アンケー

ト、電話等、いただいたすべて

のご意見やご要望のデータを

専用フォルダで管理しました。 

いただいたご意見やご要望

は、全スタッフと本部サポート

部隊が共有しました。 

 いただいたご意見やご要望

は、市と共有しました。 

（２）セルフモニタリングの実

施 

現場スタッフおよび本部サ

ポートによるセルフモニタリ

ングを実施しました。 

 セルフモニタリングの内容

は、市と共有しました。 

（３）執行状況確認会議の実施 

 執行状況について現場と本

部が確認する「執行状況確認会

議」を開催しました。 

 □執行状況確認会議：月１回 

（４）ご意見やご要望の施設運

営への反映 

いただいたご意見やご要望

については基準を設け、市と協

議した上で、施設運営に反映さ

せました。 

 反映した内容を広く公表し、

さらにその内容についてのモ

ニタリングを実施し、常にＰＤ

ＣＡサイクルが適切に運用す

る環境整備に努めました。 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

 

 

□月１回開催 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

（６） 留意事項 
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[取組内容] 

①保険及び損害賠償の取扱い 

[達成指標] 

（１）施設賠償責任保険への加 

入 

■利用者が安全・安心に利用

できる施設であることを保証

します。 

 □保険の適用事由となる事

故が発生しないよう努めます。 

 

（１）施設賠償責任保険への 

加入 

利用者が安全・安心に利用で

きる施設であることを保証し

ました。 

 □保険の適用事由となる事

故の発生はありませんでした。 

 

 

 

■計画実施 

 

 

□適用なし 

②関係法令等の遵守 （１）適切な許認可及び届出等 

■観梅期など多くの来場者 

が見込まれる期間においては、

飲食物の販売等が予想される

ため、責任を持って届出等を行

います。 

■共催事業も含めて、必要と

なる届出等について的確に対

処します。 

■市から目的外使用許可を

いただき、利用者と連携し、CD

や自作のアート作品を販売す

る「物販」も積極的に実施しま

す。 

（１）適切な許認可及び届出等 

観梅期など多くの来場者が

見込まれる期間においては、飲

食物の販売等が予想されるた

め、責任を持って届出等を行い

ました。 

共催事業も含めて、必要とな

る届出等について的確に対処

しました。 

市から目的外使用許可につ

いて、利用者と連携し、CD や自

作のアート作品を販売する「物

販」について協議しました。 

 

■計画実施 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

■計画実施 

③市及び関係機関等との連絡

調整 

（１）協力・協調関係の構築 

■横浜市文化振興課、地域 

の市民団体、文化団体、区民活

動支援センター、小中高等学

校、商店街連合会、各関係機関

等と定期的な情報交換を行い、

協力・協調関係を築き、信頼関

係を深め、地域との連携体制を

確立します。 

特に、財団法人大倉精神文化

研究所及び北部公園緑地事務

所とは緊密な関係を築き、施設

の運営に支障がないよう努め

ます。 

 ■関係機関の連絡網を整備 

し、必要に応じて決定事項等を 

伝達する仕組みを構築します。 

 □財団法人大倉精神文化研 

究所及び北部公園緑地事務所 

（１）協力・協調関係の構築 

横浜市文化振興課、地域の市 

民団体、文化団体、区民活動支 

援センター、小中高等学校、商 

店街連合会、各関係機関等と定 

期的な情報交換を行い、協力・ 

協調関係を築き、信頼関係を深 

め、地域との連携体制を強化し 

ました。 

特に、財団法人大倉精神文化 

研究所及び北部公園緑地事務

所とは緊密な関係を築き、施設

の運営に支障がないよう努め

ました。 

 関係機関の連絡網を整備し、 

必要に応じて決定事項等を伝

達する仕組みづくりを検討し

ました。 

 財団法人大倉精神文化研究 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

□毎月実施 年 12 回 
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との連絡調整会議：毎月実施 所及び北部公園緑地事務所と 

の連絡調整を実施しました。 

④その他 （１）近隣対策 

■撮影協力時に、騒音や撮 

影行為等によって施設利用者

や近隣住民に迷惑が及ぶこと

がないよう努めます。 

■施設外観等を利用する撮 

影協力の際は、施設利用者及び

近隣住民への事前説明を行い

ます。 

■施設屋外や公園を使った 

イベントや事業を行う際には、

施設利用者及び近隣住民への

事前説明を行います。 

■大倉山ミーティングにお 

声がけし、施設に対するご意見

やご要望をお伺いします。 

（２）備品の管理 

 ■常に最新リストに更新し

て管理点検を実施します。 

（１）近隣対策 

撮影協力時に、騒音や撮影行

為等によって施設利用者や近

隣住民に迷惑が及ぶことがな

いよう努めました。 

施設外観等を利用する撮影

協力の際は、施設利用者及び近

隣住民への事前連絡を行いま

した。 

施設屋外や公園を使ったイ

ベントや事業を行う際には、施

設利用者及び近隣住民への事

前連絡を行いました。 

大倉山ミーティングにお声

がけし、施設に対するご意見や

ご要望をお伺いしました。 

（２）備品の管理 

常に最新リストに更新して

管理点検を実施しました。 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

■計画実施 
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【別紙１】自主事業一覧 

 

No 

実施 

時期 

主催／ 

共催 
事業名 会場 事業内容 

参加実績数 

（計画） 

実施回数

（計画） 

１ 
４月 

～ 自主 

季節のフラワー

アレンジメント

教室 

集会室 

当グループから講師を招

き、季節の植物を使った各

種フラワーアレンジメント

教室を開催。 

87 

（60 名） 
６（６）回 

２ 
４ ～

７月 
共催 大倉山講演会 ﾎｰﾙ 

大倉山精神文化研究所と共

催で、大倉邦彦の功績や思

想、社会貢献等、専門家に

よる講演を行う。 

375 

（320 名） 
５（４）回 

３ 
４ 月

～ 
主催 

大倉山公園愛護

会の活動への協

力 

正面玄

関前 

苗植え活動に参加するとと

もに、植物のお手入れ方法

のアドバイスなどを行い、

活動の発展に寄与。 

50 名 ４回 

愛護会の活動参加者に花の

タネを配布し、ご自宅や学

校での栽培を通じて、植物

を育てる楽しさを伝える。 

20 名 １回 

４ 
４ 月

～ 
主催 

文化芸術活動団

体の施設 WEB サ

イトでの紹介 

WEB サ

イト 

ＷＥＢサイトで、文化芸術

活動団体や若手アーティス

トの紹介やリンク貼り付け

を行い、広く紹介。 

33 

（３）団体 
常時 

５ 
５月 

～ 
自主 

文化芸術活動の

支援講座 

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ﾎｰﾙ・休

憩ｽﾍﾟｰ

ｽ 

これから文化活動を始めた

いと考えている方に当施設

や地域で活動する文化団体

の紹介の場を提供する。 

81 名 ７（５）回 

６ 
５ 月

～ 
自主 

サークルラウン

ジの開設 
ロビー 

ロビーや共有エリアを活用

し、利用者・市民・アーテ

ィスト・地域の団体が交流

できるスペースを提供。 

― 常時 

７ 

５月 共催 
第 27 回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 

ﾎｰﾙ・ 

集会室 

市民が音楽のある生活を楽

しみ、若手演奏家が演奏に

専念できる場を提供し、質

の高い活気ある音楽文化の

発信地とすることを目的と

する実行委員会形式の事

業。 

80（80）名 

６（６）回 

７月 共催 
第 28 回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 
80（80）名 

９月 共催 
第 29 回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 
80（80）名 

11 月 共催 
第 30 回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 
73（80）名 

１月 共催 
第 31 回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 
80（80）名 

３月 共催 
第 32 回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 
77（80）名 

８ ５月 共催 

第 33回大倉山こ

どもフェスティ

バル 

ﾎｰﾙ・ 

集会室 

地元の子どもたちを対象に

地域交流や遊びの場を提供

し、文化活動に触れる機会

を創出することを目的とし

た実行委員会形式の事業。 

1,560 

（10,00）名 
１（１）回 

９ 
５ ～

６月 
自主 

第７回 

大 倉 山 記 念 館

「ワークショッ

プ」（Ａｒｔｓワ

ークショップ） 

集会室 

当施設利用団体を講師に招

き、初めて参加する方を対

象にした、さまざまな体験

教室を開催し、文化芸術に

触れる機会と交流の場を提

供。「初めての楽器体験」 

18（18）名 ２（１）回 
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10 
６月 

～ 
自主 今昔建築講座 

ﾎｰﾙ・ｷﾞ

ｬﾗﾘｰ・

回廊 

一般社団法人横浜歴史資産

調査会や日本民家再生協会

との連携による歴史的建造

物や伝統ある建築物につい

ての講習会を開催。建築に

詳しくない方でも気軽に参

加でき、楽しめる内容とす

ることで、当施設を始めと

する伝統的建築物の素晴ら

しさを知っていただく企画

を提供。 

36（36）名 ２（２）回 

11 

６月 

自主 
大倉山ミーティ

ング 
集会室 

民、利用者、地域住民、関

係団体などを招き、利用ル

ールや施設への要望および

地域課題について意見交

換。また、今後予定してい

る大倉山記念館サポーター

ズや人材育成活動等の各種

施策についてのご意見やご

要望も伺い、施策に反映。 

― ２（２）回 

12 月 

12 ６月  

第４回国際学生

交流会（ハーバ

ード） 

ｷﾞ ｬ ﾗ ﾘ

・ー集会

室 

日本文化の体験を通した日

米学生の交流会。市内の大

学生とハーバード大学の学

生が参加し、双方の文化を

通じた相互理解や文化交流

を目的とする。 

100 名 １（１）回 

13 ７月 自主 
ボランティア養

成講座検討会 
集会室 

運営サポーター制度の継

続・発展として、当館のボ

ランティア育成にあたり、

現状や課題について話し合

う検討会を開催。参加 

者は、既存サポーターや利

用者とし、その内容をボラ

ンティア養成講座の構築に

役立る。 

― ２（１）回 

14 
７月 自主 室内楽シリーズ 

ﾎｰﾙ 

港北区民交響楽団など、地

域で活動する音楽家による

室内楽コンサートを開催。 

40（80）名 
２（１）回 

１月 自主 室内楽シリーズ 62（80）名 

15 ８月 共催 

第３回ふるさと

港北子ども美術

展 

⇒（内容変更）

夏のオープンギ

ャラリー 

ｷﾞｬﾗﾘｰ 

港北区内の小学校すべての

児童から、自分たちの住む

地域の見所の絵画を募集

し、選考後展示。子どもた

ちが地域の歴史や魅力に興

味・感心を持ち、当館を知

ってもらう機会を提供する

ことを目的とする。 

359（200）

名 
１（２）回 

16 

８ 月

⇒ ７

月 

自主 

第６回白山高校 

美術コース作品

展示会 

ｷﾞｬﾗﾘｰ 

神奈川県立白山高等学校美

術コース２年生作品展示会

開催。生徒独自の活動とし

て、キュレーター、広報、

作品展示、記録、写真、引

き継ぎなど様々な役割を分

担し準備し、どの役割を担

うかは、自らの進路や適性

を加味し自分たちで選ぶ。 

638（250）

名 
１（１）回 
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17 
９月 

～ 
自主 

大倉山寄り道コ

ンサート《大倉

山サロン》 

ﾎｰﾙ等 

ロビーや館内の共有スペー

スを活用した、どなたも気

軽に参加できるコンサート

を開催。 

352（200）

名 
４（４）回 

18 

９月 自主 オープンデイ 

＊寄道コンサー

ト 、 お し え

て！まちの先

生を本事業と

併催 

全館 

館内貸室を解放し見学いた

だくことで、文化財価値の

PR やご利用の促進。また、

共用スペースや集会室を活

用しご利用をイメージし易

くするために、どなたも気

軽に参加できる各種講座・

講習会を開催。 

1,363

（1,000）名 
２（２）回 

２月 自主 

19 
９月 

～ 
自主 

横浜市芸術文化

教育プラットフ

ォームへの参画 

市内 

小学校 

アート NPO や芸術団体と連

携し、学校、アーティスト、

企業、地域住民、行政など

がゆるやかに連携・協働し、

子ども達が芸術に触れ合う

場を提供。 

243（100）

名 
３（３）回 

20 
10 月

～ 
自主 

他の文化施設と

の連携事業 
ﾎｰﾙ 

（公財）横浜市芸術文化振

興財団や他の市内文化施設

と連携・共同した事業や講

座を開催。 

62（80）名 １（１）回 

21 10 月 自主 

ICT を活用した

地域回遊イベン

ト 

館内 

地域や商店街のイベントと

連携し、ＡＲやＳＮＳを活

用した地域回遊性を高める

イベントを実施。 

77（50）名 １（１）回 

22 
11 ～

12 月 
共催 

オープンヘリテ

イジ 

⇒オープンデイ

として実施 

ﾎｰﾙ・ｷﾞ

ｬﾗﾘｰ・

回廊 

港北区主催の「オープンヘ

リテイジ」に協力し、館ガ

イドツアー・塔屋見学等を

行うとともに記念館イルミ

ネーションライトを同時開

催し、歴史的建造物で横浜

市指定有形文化財でもある

横浜市大倉山記念館の歴史

的資産の魅力に触れその価

値や重要性についてより深

く理解いただくことを目的

とする。 

1,363（100）

名 
１（２）回 

23 11 月 共催 
第 33回大倉山秋

の芸術祭 

ﾎｰﾙ・ｷﾞ

ｬﾗﾘｰ・

集会室 

記念館を利用する団体およ

び関心を持つ市民の文化創

造を支援する目的をもっ

て、全館で演示・展示部門

を設け広く公開することを

目的とした実行委員会形式

の事業。 

6,660

（10,000）

名 

１（１）回 

24 
11 月

～ 
自主 

ハニーカフェ＆

マルシェ 

館内・ 

大倉山

公園 

イベント開催時等に地域の

団体による軽食提供を行う

カフェや地元アーティスト

の作品等を販売するマルシ

ェを開催。 

― ２（５）回 

25 12 月 自主 
大 倉 山 記 念 館

「落語会」 
ﾎｰﾙ 

日本の伝統芸能である落語

に親しむ機会を提供しま

す。テーマは、老若男女が

楽しめるものとし、幅広い

年代の方の来館促進を図

る。 

95（80）名 １（２）回 
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26 12 月 自主 
第３回こども映

画祭 
ﾎｰﾙ 

歴史的建造物で市指定有形

文化財でもある当施設を会

場とした、子ども向け映画

鑑賞会。子ども達へ古き良

き物を残していくことの大

切さや地域交流の楽しさを

伝える機会を提供。 

46（80）名 １（１）回 

27 12 月 共催 

第 33回小さな丘

のメリークリス

マス 

ﾎｰﾙ・ｷﾞ

ｬﾗﾘｰ・

集会室 

地域のこども達が気軽に文

化に触れる機会をという願

いから、地域の父母会が中

心となって廉価で楽しめる

ことを目的とした実行委員

会形式の事業。 

1,640（800）

名 
１（１）回 

28 
12 ～

１月 
自主 

イルミネーショ

ン＆ライトアッ

プ 

正面 

入口 

若年層や新規利用団体の利

用・来館促進と認知度アッ

プを図る。 

9,286

（1,000）名 
１（１）回 

29 

１月 

⇒ 2

月 

自主 
第 ７ 回 お し え

て！まちの先生 

ﾎｰﾙ・ｷﾞ

ｬﾗﾘｰ・

集会室 

港北区との連携による、「ま

ちの先生」制度を活用した

体験講座。まちの先生同士

の交流の場として、「まちの

先生- 展示会」も開催。「ま

ちの先生」制度と当館のＰ

Ｒのために、気軽にできる

文化活動体験の機会を提

供。 

1,101（100）

名 
１（１）回 

30 １月 自主 

第７回大倉山記

念館・高校生ｷﾞｬ

ﾗﾘｰ＆交流会＆ﾐ

ｭｰｼﾞｯｸﾌｪｽﾀ 

ｷ ﾞ ｬ ﾗ ﾘ

・ー集会

室 

出展高校の生徒による、ホ

ールおよびギャラリーを活

用した作品の発表会・展示

会を開催するとともに、生

徒や関係者の交流を促進。

さらに、音楽系生徒の発表

の場として、ミュージック

フェスタも同時開催。 

552（200）

名 
１（１）回 

31 
２ ～

３月 
自主 

第 11回大倉山ス

プリングジャズ

フェスタ 

ﾎｰﾙ 

平成 19 年度から実施され、

地域の皆様から支持を得て

いる事業を引き続き開催。 

127（80）名 ２（１）回 

32 
２ ～

３月 
自主 

観梅会開催時等

の館内装飾 

施設 

入口等 

観梅会開催時等に館内で梅

装飾を行う。 

1,089（300）

名 
１（１）回 

33 
２ ～

３月 
共催 

大倉山スタンプ

ラリー 

当館周

辺 

観梅会もしくは桜まつり開

催時に、当館を含む地域の

名所を巡るスタンプラリー

を実施。 

― １（１）回 

34 ３月 共催 

第 11回大倉山ド

キュメンタリー

映画祭 

ﾎｰﾙ・集

会室 

良質なドキュメンタリー映

画（６～８本程度）をホー

ルで上映すると共に映画監

督によるトークショーやカ

フェ等で構成する実行委員

会形式の事業。 

424（400）

名 
１（１）回 

35 ３月 自主 
大倉山記念館 

花めぐり 

館内・

周辺地

域 

当館の館内ツアーをはじ

め、大倉山公園や近隣の花

をめぐりながら、地域の魅

力を再発見する。 

７（30）名 ２（１）回 

36 

３月 

⇒ ８

月 

共催 

トリエンナーレ

学校の開催誘致

⇒夏のオープン

ギャラリーで連

携実施 

館内 

横浜市文化観光局と連携を

図り、平成 29 年に開催され

るトリエンナーレとの連

携、またトリエンナーレ学

校の当館での開催を実現す

359（20）名 １（１）回 
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べく、情報共有・誘致活動

を行う。 
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【別紙２】 

利用料金 

  区分 

種別 

午前 

(９時～12 時) 

午後 

(13 時～17 時) 

夜間 

(18 時～22 時) 

一日 

(９時～22 時) 

平日 土日・休日 平日 土日・休日 平日 土日・休日 平日 土日・休日 

ホール 
入場料なし 700 700 2,000 2,000 2,300 2,300 5,000 5,000 

入場料あり 1,400 1,400 4,000 4,000 4,600 4,600 10,000 10,000 

ギャラ

リー 

入場料なし ― ― ― ― ― ― 4,000 4,000 

入場料あり ― ― ― ― ― ― 8,000 8,000 

第１ 

集会室 

入場料なし 600 600 800 800 1,000 1,000 2,400 2,400 

入場料あり 1,200 1,200 1,600 1,600 2,000 2,000 4,800 4,800 

第２ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第３ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第４ 

集会室 

入場料なし 600 600 800 800 1,000 1,000 2,400 2,400 

入場料あり 1,200 1,200 1,600 1,600 2,000 2,000 4,800 4,800 

第５ 

集会室 

入場料なし 1,000 1,000 1,300 1,300 1,500 1,500 3,800 3,800 

入場料あり 2,000 2,000 2,600 2,600 3,000 3,000 7,600 7,600 

第６ 

集会室 

入場料なし 1,000 1,000 1,300 1,300 1,500 1,500 3,800 3,800 

入場料あり 2,000 2,000 2,600 2,600 3,000 3,000 7,600 7,600 

第７ 

集会室 

入場料なし 400 400 500 500 700 700 1,600 1,600 

入場料あり 800 800 1,000 1,000 1,400 1,400 3,200 3,200 

第８ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第９ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第 10 

集会室 

入場料なし 800 800 1,000 1,000 1,200 1,200 3,000 3,000 

入場料あり 1,600 1,600 2,000 2,000 2,400 2,400 6,000 6,000 

 



（指定管理者が記⼊する様式）

収⼊の部 （税込、単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（D-C）

説明

25,542,000 25,542,000 25,542,000 0 横浜市より
12,112,353 12,112,353 9,870,150  2,242,203 室料・備品金額の総額

780,000 780,000 947,600 167,600 事業回数増、及び出席者満員の結果による

5,145,998 0 5,145,998 4,280,199  865,799

印刷代 60,000 60,000 60,000 0

⾃動販売機⼿数料 377,598 377,598 545,199 167,601 自然増による

その他（  撮影料⾦  ） 4,708,400 4,708,400 3,675,000  1,033,400 件数達成も取材撮影シェアアップにより無料撮影増の為

43,580,351 0 43,580,351 40,639,949  2,940,402

⽀出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（D-C）

説明

21,694,879 0 21,694,879 24,178,581 2,808,588 撮影業務早朝出勤・残業等及び事業設営撤去作業、事業打合せ等

16,855,557 16,855,557 19,310,278 2,454,721 同上

2,791,738 2,791,738 3,468,543 676,805 給与に連動し増加

1,409,484 1,409,484 1,309,760  99,724 予算内

90,000 90,000 90,000 0

0 0 0

548,100 548,100 324,886  223,214 予算内

2,543,054 0 2,543,054 1,977,257  565,797

60,000 60,000 194,217 134,217

96,000 96,000 537,349 441,349

36,000 36,000 74,173 38,173

600,000 600,000 457,114  142,886

437,760 437,760 375,235  62,525

88,800 0 88,800 74,400  14,400

横浜市への⽀払分 74,400 74,400 74,400 0

その他 14,400 14,400  14,400

120,000 120,000 60,000  60,000

120,000 120,000 60,000  60,000

34,870 34,870 32,160  2,710

54,000 54,000 32,788  21,212

0 0 0

825,624 825,624 25,764  799,860

0 0 7,760 7,760

70,000 70,000 46,297  23,703

2,392,000 0 2,392,000 1,989,339  402,661

2,392,000 2,392,000 1,989,339  402,661 在庫の再利⽤により新規仕⼊れの圧縮回数増による
12,410,828 0 12,410,828 12,059,812  351,016

5,081,143 0 5,081,143 4,189,572  891,571

電気料⾦ 4,701,445 4,701,445 3,843,651  857,794 電力会社変更による効果

ガス料⾦ 0 0 0

⽔道料⾦ 379,698 379,698 345,921  33,777

1,680,000 1,680,000 1,680,000 0

1,500,000 1,500,000 1,500,000 0

699,840 699,840 699,840 0

3,426,400 0 3,426,400 3,426,400 0

空調衛⽣設備保守 520,000 520,000 520,000 0

消防設備保守 470,000 470,000 470,000 0

電気設備保守 600,000 600,000 600,000 0

害⾍駆除清掃保守 86,400 86,400 86,400 0

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 1,750,000 1,750,000 1,750,000 0

23,445 23,445 564,000 540,555

1,739,590 0 1,739,590 1,939,286 199,696

0 0

1,735,590 1,735,590 1,934,286 198,696 収入は目標減額であるが支出が増額の為消費税増額

0 0 0

4,000 4,000 5,000 1,000

2,800,000 0 2,800,000 2,800,000 0

2,700,000 2,700,000 2,700,000 0 本社・本部人件費分担費用及び本社事務費分担分

100,000 100,000 100,000 0 本部事務費分担費用

43,580,351 0 43,580,351 44,944,275 1,688,810

0 0 0  4,304,326  4,629,212

⽀出合計
差引

その他（     ）
事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

設備保全費
機械警備費

清掃費
修繕費

⾃主事業費
管理費
光熱⽔費

事業費
地域協⼒費

リース料
振込⼿数料

⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

備品購⼊費
図書購⼊費

通信費
使⽤料及び賃借料

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

事務費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料
通勤⼿当
健康診断費

⼈件費
給与・賃⾦

収⼊合計

科⽬

⾃主事業収⼊
雑⼊

利⽤料⾦収⼊

平成29年度 「横浜市⼤倉⼭記念館」 収⽀予算書及び報告書

科⽬

指定管理料
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